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    ゆるキャラ選手権
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    「第一回！　全ＧグツＪジヨ部ぶ中等部杯はい！　ゆるキャラせんしゅけーん！　どんどんぱふぱふ～♪」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみの奇き声せいがあがったので、皆は椅い子すごとくるりと霞のほうに体を向けた。


    　いつものキーワードの「どんどんぱふぱふ」があったので、今日はたいへんにわかりやすかった。


    「霞さん。ゆるキャラとはなんですの？」


    　聖せい羅らがまず訊ききにかかる。天あま使つか家けの人々の場合には、本当に知らないという可能性が高い。テレビはあってもバラエティー番組は流されないという[image: ]うわさだ。


    「ゆるいキャラのことだよ。セラちゃん」


    「はあ」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。それじゃ答えになっていませんよ。まんまじゃないですか。……天使先輩。ゆるキャラというのは、広こう義ぎでは、ご当地やイベントのマスコットの着ぐるみのことです。狭きよう義ぎでは、特に造ぞう形けいがゆるくてのんびりしていたりシュールだったりするキャラのことを指します」


    「なにかいちいち癇かんに障さわる頭の良さをアピールするかのような説明ですけど。だいたいわかりましたわ。ありがとう。ジンジン。礼を言います」


    「ねえジンジン、ヘコんじゃったよ？　ジンジン。ジンジン……。ほらっ。いまのってば、褒ほめてもらえたんだってば」


    「天使先輩の褒め言葉は、すごくわかりにくいんです……」


    『じゃあ霞ちゃん。今日って着ぐるみーズの日になるの？　みんなで着ぐるみとか作る？』


    「ジルちゃん。着ぐるみを着てゆるキャラなのは、それはあたりまえだよ。着ぐるみを着ないでも、一番ゆるキャラなのは誰でしょー、ってやるのが、ＧＪ部魂だましいなんだよ」


    「俺おれそれよくわかんねーけど。のんびりしてるやつなら、ジルじゃん」


    『わたし？　わたしって、ゆるキャラ？』


    「うん。ジルちゃん本ほん命めいだよね。でも対抗、大おお穴あなって、あるでしょあるでしょ」


    「それって競けい馬ば用語でしたっけ？」


    「あらまあ。この子ってば。また頭のいいところをひけらかして」


    「セラちゃんカンベンしてあげようよ。ジンジンのＨＰはもうゼロだよ」


    「どうして周す防おう君って、こんなに打たれ弱いのかしら」


    　すっかりＧＪ部に馴な染じんだ小こ手て指さしさんが不思議そうに訊いている。そりゃ不ふ死じ身みの浮ふ沈ちん戦せん艦かんの彼女と比くらべられたら、誰だってＨＰは少ないことになってしまう。


    「あのねみんな。今日はイジられキャラ選手権じゃないから。ゆるキャラ選手権だから。そっちはきちんと別の日にやるから」


    「やらなくていいですから」


    「おい。仁じんのやつを泣かすのはどいつだ」


    「泣いてないから」


    「ねーねー。こもりんって、どーかな？　こもりんって、ゆるい？」


    『うーん。小こ森もりさんは、のんびりというよりは静かって感じかなー？　……完全静止？』


    「はい。紅茶ですか？」


    　呼ばれたと思ったのか、小森さんがサスペンドから返ってくる。


    「あー。ちがうからこもりん。ごめんね」


    「そうですか」


    　小森さんはまたサスペンドへと戻っていった。


    「じゃあ蛍ほたるちゃんはどうかな？」


    「あそぶ？」


    　赤い絣かすりの着物の童どう女じよは、今日はケンケンの膝ひざのうえ。きょとんと皆の顔を見回している。


    「マイペースなのは確かですね。でもこの子は部員じゃないんですけど」


    「すごいよジンジン。その性せい能のう。現実をそこまで湾わん曲きよくできるなんて。湾曲王だね」


    　霞かすみはある種しゆの賞しよう賛さんを込めてそう言った。じつのところ、ジンジンはいまだに入部届を書いていない。つまり正確に言えば部員ではない。そのことを指し摘てきされると以前はヘコんでいたものだが、最近では「なかったこと」にしている。


    「ああ。そうですよ。ゆるいっていえば──天あま使つか先せん輩ぱいですよ」


    「なっ──!?　なぜわたくしに飛び火してくるんですのっ」


    「ほら天使先輩ってゲームのやりこみ修しゆ羅ら場ばモードに入ると残念キャラになるじゃないですか」


    「いま残念って言いましたか。わたくしのどこが残念なんですの。──さあおっしゃい」


    「あー！　あー！　セラちゃんたしかにゆるキャラだったー。これ対抗かな？　穴あな馬うまかな？」


    「おいおまえら。こてさしゅのことを忘れてないか？　こてさしゅの変身した第二段階。あれ。スンゲー、ゆるかったぞ？」


    「そ……、それ、やめて……。ね。健けん太た君？」


    　小こ手て指さしさんが顔を赤らめてそう言った。以前に激げき太ぶとりしたときのことを言っているのだ。ケンケンの言葉のニュアンスには、嫌いや味みなんてまったくなくて、好意的なものであるが──。やはり女の子としては、恥はずかしいところなのだろう。


    「えーと。挙きよ手しゆ」


    　霞が挙手を求めると、皆の手がずびっと何本も一いつ斉せいに挙あがった。


    　小手指さん。ジルをぶっちぎって、大逆転っ！


    　第一回全ＧグツＪジヨ部ぶ中等部ゆるキャラ選手権の覇は者しやは、〝冴さえ子こデラックス〟に決定した。
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    小冊子・霞
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　冬のさなかにも寒さがやわらぐ日がたまにやってくる。窓まど辺べの席なんか、ポカポカして暖かいくらい。


    　陽のあたる穏おだやかな場所で、霞かすみはなにやらひとりで作業を行おこなっていた。


    　画用紙をちょきちょき。糊のりとホッチキスとで端はしっこを留とめて、無む地じの小しよう冊さつ子しみたいなものをまず作る。


    　そしたらこんどは、プリントアウトした写真を机つくえの上に何枚も並べて、台だい紙しの上のどこのページに、どの写真を置くべきか、実際に並べていろいろとやってみる。


    「うーん……」


    「霞さん。さっきからなにを作っていらっしゃるんですの？」


    　霞の親友代表──聖せい羅らが、皆を代表する形で、そう訊きいた。


    「小冊子だよ」


    　霞はあたりまえのようにそう答える。


    　もちろん、それで理解できる人間は、ＧグツＪジヨ部ぶのなかにはいない。それは親友であろうともかわらない。


    「おまえ。痛いたいやつだったんだな。自分雑誌作ってんのか。相当の重症だな」


    　並べられた写真を見み下おろして、ケンケンが言った。


    　そこにある写真は、横ピースしていたり、猫ねこかぶりでブリッコしていたり、そんなものばかりだったからだ。


    「ちょ──!?　なにそれ！　やだ！　そんなんじゃないってば！　これは部活動でっ──。あたしは記録を残そうとしていてッ──!?」


    「ところでこの写真はどうやってプリントアウトしたんですか？」


    　ジンジンはエキサイトする霞には一いつ切さい構かまわず、写真を持ちあげてそう訊いた。


    「俺おれも作ろっかなー。俺ＴＵＥＥＥ雑誌」


    「ケンケンのほうがよっぽど痛いじゃないのさ！」


    「ですから、どうされました？」


    「ああ。うん……。コンビニ行ってきたよ。えすでぃ？　……なんかちっちゃな黒いカードを抜いて持ってくと、きれいに写真にしてもらえるんだよ？　ジンジン、スマホ番長のくせに、もしかしてそんなことも知らないの？」


    「いえ。たくさん出しゆつ力りよくするのであれば、プリンタを持ってきたほうが早いかと思いまして」


    「その〝ぷりんた〟とかゆーのがあれば、えすびーのカードで、写真、できるの？」


    「いえＳＢじゃなくてＳＤですが。ちなみに携帯やスマホに使われているのは、ＳＤカードでもマイクロと付くほうで、プリンタによっては直接ＳＤカードを入れて単たん体たいで印刷が──」


    「わかんないし。どーでもいいし。よし。まかせた。よきにはからえ！　スマホ番長！」


    「スマホ番長でもないんですけど」


    　部活動が本格的に開始する。


    　皆がわらわらと霞かすみのところに集まってきた。本日の部活動がはじまった。


    　ジンジンがよその部からプリンタを借りてくる。携帯のメモリーにあった写真を、片かたっ端ぱしから打ち出して、スナップショットを量りよう産さんしてゆく。


    「これなんか、どうですの？　可愛かわいいんじゃありません？」


    『こっちのほうが霞ちゃんカワイイと思うよー。ほら。美お味いしそうにお菓か子し食べてるー』


    「だからね。あのねっ。かわいいのじゃなくてね。もっと違うの選んでほしいんだけど」


    　親友二名から〝かわいい〟を連れん呼こされて霞はテレている。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。どういったコンセプトなんですか？　この小しよう冊さつ子しは」


    「うわぁ。いまごろそれをきくのかっ……。あのね。だからつまり。あたしたち三年生って、もうすぐ卒業しちゃうでしょ。この部にどういう人がいたのか、それがわかるようなものを残しておこうと思ったわけ」


    「なるほど卒業制作みたいなものですね」


    「ほら。やっぱ俺おれのいったとーりじゃん。自分雑誌じゃねーか」


    「もう！　ケンケン！　あっちいってて！」


    「ああほら、こーゆーの使わねーと、だめじゃん」


    　ケンケンが探さがしてきた一枚は、霞がリーダー的な顔つきになっている一枚。皆を引っぱって、なにかを始めようとしているときの一枚。


    「聖せい羅らもジルも、おまえら、かわいーかわいー騒さわぐけど。それはちがうだろ。こいつ。かわいくないし」


    「なんですと」


    「そっちじゃなくて。こっちが本当のカスミだろ」


    　聖羅もジルもぽかんとした顔でケンケンを見つめ返していた。


    「正せい論ろんなの……ですけど。なぜだかケンケンに言われると、腹はらが立つのはどうしてかしら」


    　聖羅がむすっとした声でそう言った。頭に横がけした狐きつねの面めんの細い目で、ケンケンをにらむ。


    　小冊子制作は順調に進んだ。何枚もの写真が収おさめられ、皆の手書きメッセージも添そえられる。


    　後こう世せいに残すべき「ＧグツＪジヨ部ぶ中等部構成員記録」の霞編には、こう書かれた。


    　四ノ宮霞という部員は、皆を牽けん引いんするリーダーであり、お菓子をいつも食べている食いしんぼうさんであり、そして天てん然ねんっぽくてマイペースではあるけれど、いつも皆の中心にいる人気者である。
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    小冊子・聖羅
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    「つぎはわたくしの番になるのかしら」


    　霞かすみの小しよう冊さつ子しが完成をみたところで、聖せい羅らがそう言った。


    「そだね。ローテーションでいったら、セラちゃんになるよね」


    「ええ。では。こちらと、こちらと……」


    　すでに選んであったのか、聖羅は自分の写真を机つくえの上に滑すべらせる。


    「こちらが占うらないをやっている一枚。こちらがゲームを徹夜でやりこんで〝残念仕し様よう〟になっているところ。これでだいたい三十六時間目くらいになるのかしら。──さあ。オカルト女おんなと残念女でしたら、こちらで充分でしょう」


    「セラちゃん。それジンジンの芸げい風ふうだよ」


    　弱点を指し摘てきされることをおそれるあまり、自分から申しん告こくして予防措そ置ちを講こうじてしまうのは、それはジンジンのよくやる手て口ぐちである。〝ヘタレ予防芸げい〟といわれる。本人にとっては真しん剣けんだが、周囲にとっては愉ゆ快かいな芸風だ。


    「いえ僕もそんな芸風を身につけた覚おぼえはないんですが」


    　ジンジンの（たぶん）本気のコメントは、周囲の面めん々めんに、よってたかってスルーされた。


    「天あま使つか先せん輩ぱいの象しよう徴ちよう的てきな一枚といえば、やはり、このあたりになると思うんですけど」


    　そう言ってジンジンは一枚の写真を出してきた。


    　聖羅が写うつっている一枚。つんと胸むねを反そらしぎみになったお澄すましポーズ。


    「こういうのもありますね」


    　もう一枚出してくる。目を軽くつぶって、片手で髪を払うお決まりの仕し草ぐさ。


    「い──いつ撮とったんですの！」


    「僕が撮ったんじゃないですよ。誰かの携帯に入ってたものですよ」


    『あっ。それ。わたしのかな？』


    　ジルが言った。ついでに自分の愛用の携帯を構かまえて、ぱしゃっと聖羅にシャッターを切る。


    『はい。怒おこりんぼさんも。ゲーット』


    「ああそれも天使先輩の一いち側そく面めんですよね」


    「さんざんですわ。取り澄ましていて、気取り屋で、そして怒りんぼなのですか」


    「いえ。凜り々りしくて、超ちよう然ぜんとしていて、そして人を寄せつけない美しさがあると、そうしたチョイスで選んだ写真だったのですけど」


    「う、美しい……とかって、よ、よく平気で口にできますわよね。この子」


    「やっぱり周す防おう君ってスケコマシだったのね」


    　小こ手て指さしさんがそうつぶやいた。


    　細めきった目で、疑うたがわしげにジンジンを見つめる。


    「この子。どうしてこんなふうに育っちゃったのかしらね」


    「生まれたときからこんなふうにスケコマシだったのだと思いますよ」


    　聖せい羅らと小こ手て指さしさんは、女二人で、深ふか々ぶかとうなずきあっていた。


    「セラちゃんのキレイなとこ……。キレイなとこ……。これなんか、どーかな？」


    　霞かすみがしぱっと選び出した一枚は、いつぞやの仮か装そう大会のときのものだった。


    「あらそれ。懐なつかしい。真しん祖そたる闇やみの始まりにして唯ゆい一いつの絶対無む二にの血の継けい承しよう者しや──ようするに、吸きゆう血けつ鬼きですわね」


    「ええと。〝セラちん、リアル吸血鬼〟……っと」


    　台だい紙しにぺたぺたと貼はりつけて、マーカーを何本も使って、色とりどりの飾かざりを書きこんでゆく。


    「俺おれ。こんなの見つけたぞー。聖羅っていえば、こんなのもあったっけな」


    　いっぱいある写真のなかからケンケンが選び出したのは、赤ちゃんとツーショットになっている聖羅だった。


    　赤ちゃんのちっちゃな手に、指先をはしっと摑つかまれて、聖羅は困こまり果はてた顔になっている。


    「そ、それは──っ!?」


    　その一枚を、聖羅は慌あわてて隠かくそうとする。


    「健けん太たにエサやりしているときの一枚も見つかりましたよ」


    　水すい槽そうの中の〝カエルの健太〟に対して、こわごわと割り[image: ]ばしでエサを与えている場面だ。ぱくんと食べたときの、嬉うれしそうな顔だ。


    「そ、それも──っ!?」


    　聖羅は写真の上に覆おおい被かぶさった。体を張はってガードする構かまえだ。


    　一枚、二枚、写真が机つくえの下に落ちてゆく。膝ひざを抱かかえてしゃがみこんでいた、赤い絣かすりの着物の童どう女じよ──蛍ほたるちゃんが、その写真を拾ひろいあげて、両手で掲かかげて皆に見せる。


    「あそんで。くれたー」


    　それは前の部室を追い出されて、新しん天てん地ちであるこの新しい部室をゲットした頃の一場面。


    　いつのまにか居い着ついてしまった近所の子（たぶん？）である蛍ちゃんが、小こ首くびを傾かしげて「あそんでくれる？」と訊きいている場面だ。


    「セラちゃんの弱点。子供にヨワヨワ～」


    　霞がマーカーを使って、何なん色しよくも駆く使しして、また書き書きとやっている。


    　後こう世せいに残すべき「ＧグツＪジヨ部ぶ中等部構成員記録」の聖羅編には、こう書かれた。


    　天あま使つか聖羅という部員は、神しん秘ぴ的てきな雰ふん囲い気きを持つ凜り々りしい美少女であるが、意外と残念なところもあって──。特に〝子供〟と接するときには、どうしていいかわからなくなって、弱点を露ろ呈ていしてしまうのだった。
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    小冊子・ジル
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    「つぎはジルちゃんの写真～。写真～」


    　ＧグツＪジヨ部ぶ中等部式ローテーションでいうと、霞かすみ、聖せい羅ら、ときたので、つぎはジルの番。


    　しかしおとなしくて目立たないジルの写真は少なくて、なかなか見つからない。


    「ほい。ジルの食いしんぼうなところ」


    　ケンケンが山の中から一枚を抜き出した。


    　ヤキイモを嬉うれしそうに頰ほお張ばる一枚。その顔は別人じゃないかっていうくらいに崩くずれている。


    　ジルはあたふたと回かい収しゆうした。


    「ほい。ジルのぱわふりゃーなところ」


    　お姫ひめ様さまだっこを決めているところ。ただし抱だき上げられている側がわはジンジンである。


    　ジルはあたふたと慌あわててこれも回収した。


    「あっ。ジルちゃんそれも恥はずかしいほうなんだ」


    『力持ちなのはわるいことじゃないもん！』


    　ホワイトボードをたてかけて、ジルはそう訴うつたえかけた。


    「なら気にすんなよ」


    「ケンケンってほんと人の弱みを見つけるの得意だよね。なんでジルちゃんが力持ちなコト、気にしているってわかったの？」


    「ん？　なんとなく」


    「もう！　けんけん！　めっ！」


    「ほい。もう一枚な。ジルのメスなところ」


    　ケンケンがトドメの一枚を机つくえの上に滑すべらせる。


    「メスってなによメスって？　ケンケン──いまあんたは全女性を敵てきに回したよ？　──って、これジルちゃんの〝マイ・サムライ・マスター〟じゃない……？」


    　机の上に出ているのは、霞の兄と一緒に写うつっているジルの写真。最近のものじゃなくて、まだＧＪ部中等部が結成される前だとか、そんなあたり。夢見る女の子のポーズで、胸むねの前で両手を合わせている。


    「なんでこれが〝メス〟なの。どこがメスなの？　だいたいメスってなによ？　メスって？」


    『霞ちゃん……。声、おおきいよう……』


    　ジルはうつむいて連れん呼こする霞の袖そでを引っぱっている。


    「はぁ……、ちょっと意外です」


    　と、コメントしてきたのは小こ手て指さしさん。


    「……ジェラルディン先せん輩ぱいも、こういう顔、するんですね」


    　写真を見つめながら、小こ手て指さしさんは、なにやら感心した声をあげている。


    『だからね……、やめて……。わたしのＨＰはもうゼロです』


    「こてさしゅさん。こういうのって、どーゆーの？　──Doドー youユー knowノー?」


    「恋する乙おと女めの──」


    『違うから』


    　ジルは一言のもとに否定した。


    「だけどちょっと意外でした。ジェラルディン先せん輩ぱいに好きな人がいたなんて。そういうことには、まだ興きょう味みない人だと思っていました。だって好きになったら一直線ってタイプですよね」


    『だからそれは違うの。誤ご解かいなの。マイ・サムライ・マスターへの気持ちは、好きじゃなくて〝尊敬〟のほうなの。姉さんに対する気持ちと同じ種類なの』


    「キララさんへのキモチと同じっていうなら、ジルちゃんそれは〝ＬＯＶＥ〟のほうで──」


    　ずびし──と、ジルの必ひつ殺さつ地じ獄ごく突つきが、霞かすみの喉のど元もとに炸さく裂れつする。


    「ところでこちらに写うつっている男性は誰なんでしょう？」


    　そう聞いてきたのは小手指さん。霞の兄の四しノの宮みや京きよう夜やとは、当然、面めん識しきがない。


    「け、けほっ……、けほっ……、そ、それ……、お兄ちゃん。あたしのっ」


    「ああ。わかりました。なにか大変ややこしいことになっているんですね。もう訊ききません」


    「なに？　ちょっとそれ、なに？　なにがややこしいって？　ねえこてさしゅさん、あたし、それすっごく気になるから。そこんとこ、きちんとおねーさんに話してくれる？」


    「賢けん明めいですね」


    「そうね。泥どろ沼ぬまに突っこむ足は片方だけで充分よね」


    「もう。いっつも二人だけで話してるーっ」


    　ジンジンと二人で頷うなずきあっている小手指さんに、霞はむくれた。


    「あっ。ジルちゃんのヤンママ、発見ーっ。──ほらこれこれ。こーゆーのも載のっけとかないといけないよね、小しよう冊さつ子しには」


    　霞が見つけてきたのは、赤ちゃんを胸むねに抱だくジルが写っている一枚。


    「えっ？　この赤ちゃん……なんですかっ？」


    『その子？　わたしの子～っ♡』


    「えっ？　えええ～っ!!」


    「それはまえにもやったねえ」


    　小こ森もりさんの淹いれてくれた紅茶を飲みながら、霞は言った。


    　後こう世せいに残すべき「ＧグツＪジヨ部ぶ中等部構成員記録」のジル編には、こう書かれた。


    　ジェラルディン・バーンシュタインという部員は、一いつ見けんすると女の子っぽく落ちついて見えるものの、じつはとっても〝ぱわふりゃー〟で力持ちなのだった。また一見すると物静かな顔のその奥には、恋こい心ごころないしは敬けい慕ぼという──激しい気き性しようを秘めているのかもしれない。
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    小冊子・ジンジン
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    「さあ。つぎはジンジンの番だよねー」


    「なーなー。きょうのはこれ、俺おれの番、あるのかー？」


    「さあ。どうだろねー」


    　ちょっとイジワルな気分を楽しみながら、霞かすみはそう言った。いつもケンケンの番は、飛ばされたり、はじめからなかったりする。お情なさけと気分でもらえることもある。


    『一枚あったよー』


    　ジルが見つけてきた一枚には、いまよりもちょっと幼おさない感じの少年が写うつっていた。椅い子すに座って手にした携帯を眺ながめている。


    「これ、いつ頃撮とったやつだろうね。誰か覚おぼえてる？」


    「この子がここに来たばかりの頃のものですわね」


    　確信を込めて、そう断定したのは──聖せい羅ら。


    「ふむふむ。──して。そのココロは？」


    「簡単ですわ。ほら。スマートフォンを持っていないでしょう？　いじっているのは普通の携帯ですもの」


    　霞はくわっと目を見み開ひらいた。


    「ほんとだ！　ジンジンのくせにスマホ持ってない！　スマホ番長じゃない！」


    「ああ。中学入ってしばらくしてからのことでしたっけ。僕がスマートフォンを持ったのは。たしかゴールデン・ウィークの前だったと思います。そしてゴールデン・ウィーク後ごにはもうＲＯＯＴ化を成せい功こう裏りに完了させて──」


    「きーてない！　スマホ自じ慢まんは、いまきーてない！」


    　霞は耳を押さえて呪じゆ文もんをシャットアウトした。


    「スマホ番長ってなんですか？」


    　不思議そうな顔で、そう訊きいてきたのは小こ手て指さしさん。


    「ジンジンのいつものカンジだよ」


    「……健けん太た君もそうなんですけど。周す防おう君もクラスにいるときと、この部室にいるときとで、雰ふん囲い気きが違うんですよね。クラスにいるときの周防君は、もっと大人おとなびているというか、隙すきをうかがわせないというか」


    「貴女あなたにそれを言われたくはないんですけど」


    「なによ。私は貴方あなたみたいに相手によって態度をコロコロ変えたりしないわよ」


    「クラスの皆って、小手指さんのことを、親切で優しい人だって、きっと思っていますよね」


    「それはなに。どういう意味」


    「ほらほら出てきた。これこれ。──これが〝スマホ番長〟のときのやつ」


    　霞かすみが見つけてきた一枚は、ジンジンが頭を打ったとかで、様よう子すがおかしくなっていたときのものだった。目をぐるぐるさせたジンジンは〝スマホ番長〟を名な乗のっていた。


    「なんですかこれ？　誰のいたずらですか？　こんなコラージュ写真を作って、やだなぁもう」


    　ジンジンはそう言った。すっかり合成写真だと思っている。たしかにおかしくなっていたときには、本人には記憶はなかったっぽいが……。


    「こてさしゅさんが往おう復ふくビンタで直したんだよねー。これ」


    「そうですか？　覚おぼえがありませんけど」


    「人をビンタしておいて覚えてもいないわけですね。ええ。わかっていますから大だい丈じよう夫ぶです」


    「ぶたれたことのほうは覚えているんだ」


    「こちらの頃って、前でしたかしら、後あとでしたかしら」


    　聖せい羅らがまた別の一枚を持ちだしてきた。


    　窓まど辺べに座ったジンジンがライトノベルを手に読書に耽ふけっている一枚だ。片手で本を開ひらき、そして組んだ片足を高たか々だかと上げて、いかにも読書に集中していますという顔つきだ。


    「前なんじゃないかな。あたしそう思う。そのココロは、積んである冊さつ数すうが多いよね。これって、ほら、一シリーズまるごと積んじゃってない？」


    　机つくえの上には十数冊ほど積んでいる。


    「なんですか？　前とか後って？」


    「メッキの剝はがれる前か後かという意味ですわ」


    「？？？」


    　聖羅が答えるが、小こ手て指さしさんは、やはり、よくわからないという顔。


    「ここに積んであるたくさんの本は、その当日に読どく破はしたものではなくて、コケおどしのために置いてあるだけということですわ」


    「ええっ!!　──あれってそうだったんですか!?　クラスでも！　──いっつもこうやって積んであるけど！　それってつまり──!?」


    　きっ──と、小手指さんはジンジンをにらみつける。


    「ウソつき！　[image: ]だましたのね！　ああもう！　[image: ]された！　悔くやしい！　周す防おう君って──すごい読書速度なんだと思っていたのに！　ああもう！　本当に悔しい！　[image: ]された!!」


    「い、いえ……。一日に二冊は読めるようになりました。客きやつ観かん的てきに言っても凄すごい読書速度であることは間違いないと思いますですよ……」


    　後こう世せいに残すべき「ＧグツＪジヨ部ぶ中等部構成員記録」のジンジン編には、こう書かれた。


    　周防仁じん──通つう称しよう《ジンジン》という部員は、スマートフォンとライトノベルとが趣しゆ味みで、一いつ見けんするとクールな理り系けいキャラである。だが実じつのところ自分の読書量や読書速度を上じよう方ほう修正しちゃったりしていて、なんていうか、しょーもない意味で〝男の子〟的なところもあるのだった。

  


  [image: ]


  
    小冊子・ケンケン・小森・小手指
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    「こもりんとこてさしゅさんの写真って、なかなか、ないよねー」


    　山となった写真をつぎつぎ見てゆきながら、霞かすみがそうつぶやく。


    「小こ手て指さしさんは、ここに来てまだ日が浅いですし。小こ森もりさんは被ひ写しや体たいとして、正直、魅み力りよくに欠かけるといいますか……。一枚撮とっておけば充分といいますか」


    　部屋の片かた隅すみで〝サスペンド〟している小森さんの写真は、たしかに二枚ほど発見されている。前の部室のときと、いまの部室のときとの二枚だ。実際それで充分だ。


    「俺おれのばん……、飛ばさないでくだちい」


    「あ。ケンケンのそれ。ひさしぶりー。一枚。とっとこ」


    　霞がぱしゃっとシャッターを切った。ひさびさの〝へたれモード〟のケンケンを一枚ゲット。


    「私の小しよう冊さつ子しは作らなくてよいですから。それをあげてください」


    「私も……。先せん輩ぱい。健けん太た君そうやってイジめるの、よくないですよ」


    「うえっ？　あたしっ!?　あたし悪わる者ものなのいまっ!?」


    　小森さんと小手指さんと、二人から口を[image: ]そろえてそう言われて、霞はぎょっとなった。


    　うう……っ。でもたしかにちょっと、〝えす〟なふうに、楽しんじゃっていたかもー。


    「じゃあ健太君。三人で一冊作りましょう。小森さんも、それでいいわよね？」


    「私は、どちらでも」


    　小森さんの同意を得えて、そこから小手指さんの仕し切きりの腕うで前まえが発はつ揮きされる。


    「はいこれ。私が〝冴さえ子こデラックス〟なとき。はいこれ。小森さんが私にお水を出してくれたとき」


    「その節せつは……すいません」


    　小森さんが小手指さんにお水を出しつづけていたのは、あれは「いじわる」だという説せつが濃のう厚こうだ。無表情でやっていたものだから、誰ひとりとして気づかなかった。


    「健太君のは、なにがいいかしら」


    「こちらなど。どうでしょう」


    　顔を腫はらしたケンケンが、小森さんに傷きずの手当てを受けている写真だ。いまよりもちょっと幼おさない感じの少年がそこに写うつっている。


    「私がいじめられていると勘かん違ちがいされて、乗りこんでいってくれたときです。どなたかが撮っておられたようですね」


    「あっ。それ。私が健太君のことを好きになったときよね？」


    「そうなのですか」


    「そうなのよ。他人のためにそんな頑がん張ばれるなんて、こんな男の子、絶対いない──って、そう思ったの」


    「そうですか」


    　表面上は、二人は淡たん々たんと写真を選んで世間話をしているように見える。


    「これってなんのハーレムですか」


    　ジンジンがぼそっと小声でつぶやいた。


    「さあー？」


    　霞かすみは腕うでを水平に広げて、〝お手上げ〟のポーズを取った。


    「小こ森もりさんと小こ手て指さしさんって、これって仲が良いのか、修しゆ羅ら場ばなのか、どちらなんでしょう？」


    「さあー？」


    　霞は腕を水平に広げて、〝お手上げ〟のポーズを取った。


    「飛びこまないほうがいいと思うよ。交通事故だよ。撥はねられちゃうよ」


    「そうですね。君くん子し危あやうきに近寄らず、といいますからね」


    「なーなー。俺おれ列れつ伝でんなら、これも入れといてくれよー。俺が仁じんに勝ったときのやつだぜ」


    　ケンケンが出してきたのは、夕陽の河原かわらで大だい決けつ闘とうをしたときの一枚。ふたりとも草の上に大だいの字になって伸びている。


    「勝ってないから。あれは引き分けだから」


    　その舌したの根ねも乾かわかぬうちに、ジンジンは自分から跳ねられにいってしまった。あーあ。


    「なに周す防おう君。ケンカなんてしてたの？　野や蛮ばんね」


    「そのケンカの相手は健けん太たなんですけどね」


    「健太君はケンカなんてしないわよ」


    　ジンジンのそれはまったくの蛮ばん勇ゆうだが、霞も立場上、飛びこまざるを得えなかった。


    「ああこれ。ケンケンがスカートめくりやったときのだー」


    「えっ？」


    「ああこっち。ケンケンが腕うで相撲ずもうでジルちゃんにボロ負けしたときでしょ。こっちセミマヨネーズ。そしてこれがちゅーしゃの日」


    　女じよ子しに腕相撲で負けて半ベソかいているケンケン。生きているセミにマヨネーズつけて、ぱっくんちょとやっているケンケン。予防接せつ種しゆの注射で半ベソかいている意い気く地じなしのケンケン。


    「そんでこれが、初はつ怪かい人じんの日。蛍ほたるちゃんにキックされているところ。あと鼻はなでスパゲッティー食べようとしてやっぱ無理で全ぜん泣なきで許ゆるしてもらったところ。あとこれがケンケンＴＳの日」


    　小手指さんの知らないケンケンを、霞は次々と披ひ露ろうしていった。ケンケン歴れき二年は伊だ達てではない。小手指さんは幻げん滅めつしちゃうかもしれないけど、これが本当のケンケンの姿だった。


    　後こう世せいに残すべき「ＧグツＪジヨ部ぶ中等部構成員記録」の小しよう冊さつ子しの最後の一冊。小手指・小森・ケンケン編が完成した。霞の監かん修しゆうのもと、その内容はカッコいいところと情なさけないところと変へん態たいのところと、非常にバランスの取れたものとなった。
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    しょーひぜー
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　缶コーヒーを手の中にすっぽりと収おさめて、ふーふーと息を吹きかけて冷さましながら、霞かすみが物思いに耽ふける顔をしている。


    　そんな霞のおかしな様よう子すに、皆が、それとなく注意を払っていた。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの部室は小こ森もりさん完かん備び。紅茶完備。わざわざ外そとに飲み物を買いに行く必要は、まったくない。したがって霞は、なにか理由あって缶コーヒーを部室に持ちこんできたことになる。


    「どうしたんですか？　四しノの宮みや先せん輩ぱい？」


    　その場ばの空気を読み取って、ジンジンが訊きいた。早く訊け訊けと、ぴりぴりとした空気が、首の後うしろあたりに物ぶつ理り的てきな圧力を伴ともなってのしかかってきていた。ジンジンの双そう肩けんは潰つぶれそうだ。


    「一二〇円だったんだよ？」


    「えーっと……」


    　ぽつりと答えてきた霞の、その真しん意いをはかりかねる。そりゃ缶コーヒーなら一二〇円だろう。


    「なんで缶コーヒーって、一二〇円なの？」


    「なんでと言われましても……」


    　いつものことだが、やはり霞の話はまったくわからない。


    「それはええと……。お店かメーカーか、自じ販はん機きの持ち主が決めてる値ね段だんじゃないんですか？」


    「ペットボトルで五〇〇ミリリットルとか、たくさん入っているのが、一五〇円になってるのはわかるよ。でもお水は大きくても一〇〇円じゃない。なんで缶コーヒーだけ一二〇円なの？　一〇〇円で売ればいいじゃない。そしたらキリがいいよね。お釣りでなくていいよね。さっき、十円玉、八枚も出てきちゃったんだよ。──どうすんの？　どうしたいの？」


    「ああ。それは五十円玉の釣つり銭せんが切れていたんだと思いますよ」


    「そゆこと。いま。きーてない」


    「えーと……。僕に言われましても……」


    　霞に睨にらまれて、ジンジンは助けを求めるように皆に顔をめぐらせた。


    「使えないわね。周す防おう君」


    　小こ手て指さしさんが冷つめたく言う。教科書を開ひらいて宿題をやっつけている。顔も上げてくれない。


    『ジンジン君。スマホ使えば？』


    「そうですわ。とっととスマホ番長に変身しておしまいなさい。本当に使えない小こ僧ぞうですわね」


    「えー……？」


    　皆にだめ出しをされて、ジンジンはしぶしぶとスマホを取り出した。いつもはスマホを持ち出してググろうとすると、ＧＪ部魂だましいがなってないとか、お叱しかりを受けるのにー。


    　スマホ番長へと変身して、数分ほどかけて調査を行おこなった。まずはＷｉｋｉを当たるのがセオリーではあるが、そのまま鵜う呑のみにはしない。情報ソースは一つのサイトだけに限定せずに、最低でも三か所以上での一いつ致ちをみてから、いちおうの暫ざん定てい情報として慎しん重ちように取りあげる。


    「だいたい判明しました。理由は消費税という説せつが最もつとも有力なようですね」


    「しょーひぜー？　……って、なに、それ？」


    「あれだろカスミ。一〇〇円のチョコ買うと五円余よ分ぶんに取られる。あの〝天てん使しの取り分〟だろ」


    「むー。ケンケンのくせにナマイキなー。あたしの知らないこと知ってちゃだめだよう」


    「いや天使じゃなくて国だけど。……まあ、四しノの宮みや先せん輩ぱいがおっしゃられた通りに、もともと缶コーヒーは一〇〇円だったそうです。ワンコインで買えるキリのいい値ね段だんだったそうです」


    「ほらね。だからあたし言ったでしょ」


    　霞かすみは胸むねを張はった。


    「僕らが生まれる遙はるか前のことらしいのですが、三％の消費税が導どう入にゆうされたときに、缶コーヒーは一度一一〇円に値上げしたんだそうです。そのあとまた五％にあがったときにも、再び値上げが行われまして、それで一二〇円になったそうなんです」


    「ちょっと待って！　それおかしいよ！　百歩譲ゆずって、三％になったときに一一〇円になったのはいいとするよ。本当は一〇三円だけど、自じ販はん機きに一円玉は入らないから、一〇円あげちゃってもまあ仕方ないよね。だけど五％にあがったときにも値上げをしたのは──それはどうして!?　どんな理由で!?　こんどは一〇五円なんだから、一一〇円のままでいいはずじゃない！」


    「ですから僕に言われましても……、便びん乗じよう値上げだという説が……、調べでは多数派で……」


    　ジンジンは困こまり果はてた顔で皆を見回した。


    「周す防おう君。いったいどう責任を取るつもりなの？」


    　小こ手て指さしさんが冷つめたい声で言っている。殺ころしきれていないくすくす笑いが、かすかに響ひびく。


    「ぼ、僕じゃなくて……。大人おとなのひとに言ってください。便乗値上げ決めたひとたちとか……」


    「そうだよね！　オトナってきたないよね！」


    「そ、そうですね！　汚きたないですよね！」


    《自分への追つい及きゆうを他た者しやへの追及で誤ご魔ま化かそうとするやり口が、大変に汚らしい大人のそれですわね。まったく香こうばしい小こ僧ぞうですこと》


    　部活動が滞とどこおりなく行われている。最近はすっかりなじんだ小手指さんが、唇くちびるに指先をあてながら、ふと思いだしたような顔で口を開ひらく。


    「そういえばこのあいだ新聞で読んだんですけど。消費税って、また上がるみたいですよ。こんどもまた二回に分けて。最初が八％で、つぎが一〇％なんだとか」


    「じゃあ缶コーヒー!!　また値上がっちゃうの!?　一三〇円になって、そのつぎ一四〇円っ!?」


    「紅茶をどうぞ。無料です」


    　小こ森もりさんが皆に紅茶をふるまって回った。
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    エビフライのしっぽ
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    　いつもの昼休み。いつもの広い部室。


    　今日は週に一度のおべんとの日。


    　皆は部室でおべんとを食べていた。クラスメートとの交流も大事ではあるが、皆との交流もやっぱり大事だ。おべんとの日は週に二回ほどあるので、一日はクラスで食べ、もう一日はＧグツＪジヨ部ぶの部室で皆と食べるということになっている。


    「ジルちゃん。エビフライがたくさんだねー。今日はエビフライの日？」


    　霞かすみは皆のおべんとの中なか身みに興きょう味み津しん々しんだった。たまにおかずをトレードしあったりもする。


    　本日のジルのお弁当箱の中身は、ちょっとばかりスゴかった。エビフライばかりが、ぎっしりと詰つめこまれている。


    『これ？　自分でとったやつー。いっぱいとりすぎちゃったからー』


    「とった？　……ああ。作ったんだねー」


    　聞き慣なれないところは自動翻ほん訳やくして、霞は納なつ得とくした。


    　ちがうんだけど。


    　──という顔をジルは一秒ばかりしていたものの、それ以上は特になにも言わず、エビフライを次々と口くち許もとへと運はこんでいった。


    「ジルちゃんはタルタルソース派はなのかー。──あたし。中ちゆう濃のうソース派なんだー」


    　世の中には二種類の人間がいる。エビフライをタルタルソースで食べる人間と、黒いソースをかけて食べる人間だ。


    「僕は両方一緒につけて食べる派なんですけど。ひょっとして邪じや道どうでしょうか？」


    　ちがった。三種類いたようだ。


    「わたし。なにも付けないで食べるのが好きなんですけど。これも邪道ですか？」


    　またまたちがった。四種類いた。


    　エビフライの食べかたで人間を振り分けるのはやめにしようと、霞は思った。


    　ばりぼり。


    「……ん？」


    　霞はジルのほうを見た。なにか妙みような音が聞こえたような……？


    　ばりぼり。


    　やっぱり聞こえる。ジルが口を動かすと、ばりぼりと音が響ひびいてくる。


    「あれ？　ジルちゃん……、シッポは？」


    　ジルの食事風景のなかに〝足りないもの〟があることに、霞は気がついた。


    　エビフライはだいぶ減へっているのに、シッポがどこにも見当たらない。


    『うん？　なぁに、霞かすみちゃん？』


    　あいかわらず口を動かしたまま、ジルは返事を返してくる。口がふさがっていても、ジルの筆ひつ談だんにはなにも障しよう害がいがない。


    「シッポどこ？」


    『食べたけど？』


    「うえっ!?」


    　霞はぎょっとして声を張はりあげた。


    「なんでどうして！　なんで食べちゃったの──!?」


    『どうしてって……？　おいしいよ？』


    　ジルは霞の驚おどろきがわからないのか、小こ首くびを傾かしげてくるばかり。四しノの宮みや家では、それはたしかに兄と父の主食であったりするが──。霞はそんなところは決して食べない。


    「──挙きよ手しゆっ!?」


    　霞は机つくえをぶっ叩たたいた。エビフライのシッポは食べるか否いなか──この「議題」を審しん理りすべく、皆に挙手をうながす。


    「普通に食べますね。勿もつ体たいないですよ」


    「私は、エビの殻からのアスタキサンチンが体にいいとかテレビで見て、それから食べるようにしています」


    「姉ねえさまが美お味いしそうに食べますので、わたくしも、なんとなく……」


    　霞は愕がく然ぜんとなった。


    「あたし少数派だったよ！　あたしの味み方かたはケンケンだけだーっ!!」


    「あ。俺おれ。食わないんじゃなくて、食えないほうな。パズーがそれ好こう物ぶつでさー。みんなもっていかれちまうの」


    『食べてみる？　ケンケン。──はい。どうぞ』


    「おー。あんがとー」


    　ばりぼりばりぼり。


    「ケンケンが寝ね返がえった！　あたしますます少数派になったよーっ！」


    『だけど霞ちゃん。これエビじゃないよ？　──似てるけど』


    「えっ？」


    　霞は愕然となった。


    「ええっ!?　エ、エ、エ、エビじゃないなら──!!　じゃあそれなにっ!?」


    「あ。俺わかったー。アレだろー。もっとくれー。シッポ以外もくれー」


    『はい。どうぞ。たくさんあるから』


    「だからアレってなにーっ!?　なんなのーっ!?」


    　霞の絶ぜつ叫きようが部室にこだました。今日の部活動は──〝エビに似たなにか〟の賞しよう味み会かいとなった。
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    回る寿司
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    「ふう……」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみは机つくえの上で頰ほお杖づえをついて、窓まどの外そとに物もの憂うげな視線を向けていた。


    　窓の外に見える木のてっぺんのほうに、枯かれた葉っぱが一枚だけ残っている。真ま冬ふゆの風に吹きさらされて揺ゆれ動いてる葉っぱが、いつ落っこちてしまうのか──。もう数分ばかりも、目で追いかけつづけている。


    　部室の中は静かなものだった。マンガ雑誌のページをめくる音が、やけに大きく聞こえてくる。しばらく前はラノベに夢中だったケンケンは、最近、またマンガに戻っていた。「うっひょー」とか「カッケー」とか騒さわがなくなったのが、成長といえば成長か。


    「ふう……」


    　霞はこれみよがしにと、ため息を室内に響ひびかせた。


    　ページをめくる音に変化はない。


    「……こら」


    　霞は頰杖をついて、皆に言った。特に男だん子し二名に対して言った。


    「乙おと女めがため息をついていたら、どうしたんですか、くらい訊ききなさい。ケンケン。気づいてもいないよね。失しつ格かくだよ失格。あとジンジン。スケコマシ失格だよ失格」


    「僕は健けん太たが気づくのを待っていたんですけどね」


    「なんだ？　どうかしたのか？　──カスミ？」


    　ケンケンがようやくマンガ雑誌から顔をあげてくる。


    「あたし悩なやんでいるの」


    「なんで？」


    「きいてよ」


    「きくけど」


    「昨日きのうね。うちでね。回る寿す司しに行ったのね」


    「いいなー」


    「んでさ。画面押すでしょ。注文したの、やってくるでしょ。そしたら取るでしょ」


    「俺おれ俺俺。タマゴ焼き」


    「あんたの注文は、いまきーてない」


    　霞はじろりとケンケンを睨にらみつけた。


    「──んで。あたし。取ったんだけど。ひょっとしてうちのじゃなくて、違う人のじゃなかったかって。人の取っちゃったんじゃないかって、昨日から、ずーっと気になってんの」


    「ずいぶん良りよう識しき的てきな悩なやみですね」


    「なによ？　どゆ意味？」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいはもっと我わが道を行かれている方かたかと思っていました」


    「だから。どゆ意味？」


    「いえすいません。これから認にん識しきを改あらためます。本当に失礼しました」


    「だから本当にそれどういう意味？」


    「わたくしの霞かすみはよく気がつく優しい子ですわよ。そんな。人のお寿す司しを奪うばい取って平へい然ぜんとしているような子ではありませんことよ」


    「僕がまったく間違っていました」


    「意味はすっごいよくわかったけど。ジンジン。キミって最低だね」


    「もう気にしてもしかたねーだろ。謝あやまる相手が誰かもわかんねーんだし。本当に取っちまったのかもわかんねーんだし。こんどから気をつければ、それでいいんだ」


    「う……、うん、そうだね」


    　ケンケンがまともなことを言う。霞は小さくうなずいて聞き分けた。心がだいぶ軽くなった。


    「あの、ところで──」


    　話が一いち段だん落らくしたところで、聖せい羅らが指先を小さく挙あげて、皆に訊たずねかける。


    「回るお寿司って、それ……、なんですの？」


    「セラちゃんお寿司食べたことないの？」


    「いえ。お寿司はたまに頂いただくことがありますけど。だけど、回る……って、いったいなにが回っているんですの？　なぜ回っているんですの？」


    「お寿司はふつう回っているものでしょ」


    「いえ……。普通は回っていないように思うのですけど。……ねえ。小こ森もり？」


    　聖羅から話を振られた小森さんも、こくんと深くうなずいた。そして霞に顔を向けて、問いかける。


    「縦たて回転ですか。横回転でしょうか」


    「えっ？　ええと……、しいていうなら……、ベルトコンベアー回転？」


    「ですってよ。小森。アバンギャルドな回転ですわね」


    　小森さんはこくこくとうなずいている。そして真しん剣けんな面おも持もちで、霞にまた問いかける。


    「それは秒速何回転なのですか」


    「ええっ？　秒速……っていうか、むしろ分速……？　そんなの、わかんないよう」


    「わかりませんわ。……ですわね。小森」


    　こくこく。


    　本日の部活動で判明したこと。人のお寿司は取っちゃダメ──ということと、天あま使つか家けの人々が〝回転寿司〟を知らなかったということ。
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    肉まん
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    「あたしはべつにそんなことぜんぜん思ってないけど、ケンケンがどうしてもっていうから仕方なくなんだからね！」


    「おまえいつもそればっかなー」


    「だって！」


    　いつもの言いあい。いつものたわいないやりとり。


    　今日の二人は、コンビニの前で言いあっていた。


    「──いいから。肉まんかせよ」


    「あっ──だめっ」


    　ケンケンにそう言われて、霞かすみはお尻しりのうしろに、ささっと袋ふくろを隠かくした。


    「なんでだめ？　なにがだめ？」


    「あのね……、肉まんね……、一個しか、なかったの」


    　上うわ目め遣づかいになって霞はそう言った。ケンケンの背せ丈たけはいつのまにか霞を追い越していた。視線に意味を込めなくても、必ひつ然ぜん的てきに上うわ向むきになってしまうのだ。


    「なんだそんなことか。いいよべつに」


    　ケンケンはなんでもないことのようにそう言った。


    　霞はすこしほっとした。残念がって、オーバーにがっくりするんじゃないかと心配だった。まさか怒おこったりはしないと思っていたけど。


    　いつもは入らないコンビニの前をたまたま通りがかって、肉まんのおいしい時期だよねー、だよなー、と二人でハモってしまったので、一個ずつ買うことになったのだ。


    　ケンケンが待っていて、霞が買ってくるのがそれっぽいのではなかろうか、ということになり、霞は二人分のお金を握にぎりしめて店に乗りこんでいった。


    　だけど一個しかなかった。ピザのやつとアンコのやつとカレーのやつはたくさんあったけど、真しん打うちの肉まんは、なんでか、一個だけ……。


    　他ほかのやつもおいしいけど。本日のフラグは〝肉まん〟なのだった。それは肉まんでなければ消えないのだ。ＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいというものだ。


    「それ。かしてみ」


    「……ひとりじめする気？」


    　じっとりと疑うたがわしげな目で、霞はケンケンを見つめた。


    　肉まんはお尻のうしろにしっかりと隠している。


    「ばか。しねーよ」


    　霞がしぶしぶ袋を渡すと、ケンケンは肉まんを取りだして、ぱくっと、二つに割った。


    「わった！」


    　霞かすみは声をあげた。なるほどその手があった！　ケンケンあたまいー！　すごい！　──いいや、ぜんぜんスゴくない。ケンケンは、ばかなんだもん。ばかじゃないとだめなんだもん。


    「あー……、失敗した」


    　ケンケンはバツの悪そうな顔で、左右の手を見み比くらべていた。


    「しっぱいした！」


    　霞は声をあげた。やっぱりケンケンはダメだった。ほーら。ほーら。


    　ケンケンは、大きいほうと、小さいほうとを、数秒ばかり見比べていたが──。


    「んっ」


    　霞のほうに大きなほうを突きだしてきた。


    「いいよう。あたし小さいほうで」


    「んなわけにいくかよ。いいから。──んっ」


    　男のコがこういうカオをしたときには、絶対に引かないとき。霞はしかたなく大きなほうを受け取った。


    　二人で並んで、コンビニの前のコンクリのでっぱりのところに腰こしを下おろして、ふーふーとやってから、肉まんに口をつけた。肉のおいしさが、ふわっと広がる。


    「あ。お金！」


    　二個分のお金を握にぎりしめてお店に入っていって、そして一個しか買ってこなかったわけだから、お金は半分残っている。


    「いいよ。べつに」


    　ケンケンはそっぽを向いてそう言った。


    「そんなわけにいかないから。はい──おつり」


    　霞はきっと口を結むすんでそう言った。女のコがこういうカオをしたときには、それは絶対に引かないとき。男のコはそれを思い知るべき。学習すべき。


    　なかなか受け取ろうとしないので、霞は結局、ケンケンのポケットに手を突っこむことになった。おつりをポケットの中に残してくる。


    「び、びっくりするだろ。やめろよなっ」


    「素す直なおに受け取らないのが悪いんでしょ」


    「カッコつけさせろよ」


    「大きいほうくれたでしょ。充分、カッコいいよ」


    　言ってから、はっとなって口をつぐんだ。


    　コンビニ前の道路を木こ枯がらしが吹きぬけてゆく。


    　霞とケンケンは二人で無む言ごんになって、肉まんを、ぱくぱくと食べつづけた。


    　一個きりの肉まんではあったが、お腹なかもそれ以外も、いろいろと、あたたかくなった。
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    ストーブ様。くる
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    「今日は一いち段だんと冷ひえるよねー」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみは二にの腕うでをさすっていた。もちろんコタツにずっぽりと埋うまってはいるが、それでも寒さが骨ほね身みにしみる。今日は北風がぴゅーと勢いきおいよく吹いている。窓まどがガタガタと鳴なり響ひびくくらい。


    「やっぱりなにか暖だん房ぼうがないと寒いかなー。でもエアコン欲しいなんて言ったって、絶対、つけてくれないよねー」


    　皆でコタツにぎゅう詰づめになっている。押し合いへし合いしながら、ひとつの小さなコタツに、女じよ子し五名と男だん子し二名、童どう女じよ一名の合計八名で群むらがっている。


    　コタツのポジションには、ちょっとした変化が起きていた。聖せい羅らの隣となりはジンジンになっていて、仲良しになった小こ森もりさんと小こ手て指さしさんとは並んでいる。ジルちゃんのお腹なかを背せもたれにして、ニコニコ笑顔でいるのは蛍ほたるちゃん。そして霞はケンケンと横並びになっていた。ちょっと気き恥はずかしくはあるけど……。まあ。仕方がない。


    「カスミ。おまえ部長なんだから。学校のほうに掛け合ってこいよ」


    　ケンケンがすぐ隣からそう言ってきた。


    「言ったよぅ。エアコンつけてー、って、一いち文もん字じセンセに。そしたらセンセ。〝俺おれがなんとかしてやる。校長センセに頼んでやる〟──とか調子いいこと言っちゃってさー。でもマッハで三十分で、〝ごめん無理〟って謝あやまってきてさー」


    「使えない教師ですね」


    　小手指さんは手て厳きびしい。いつだって手厳しい。


    「小森。森もりをお呼びなさい。そこに暖だん炉ろをつけさせましょう」


    「いや暖炉はちょっとゴージャス過ぎるんじゃないかなーっ……」


    「ふふふふふ。じつはですね──」


    　意い味み深しんな含ふくみ笑いを洩もらしつつ、ジンジンが眼鏡めがねを光らせながら口を開ひらいた。


    「──こんなこともあろうかと思いまして。さる人じん物ぶつに依い頼らいをしてあります」


    「依頼？　なに頼んだの？　誰に誰にっ？」


    「そろそろ着く時間ですね」


    　質問には答えず、ジンジンはスマートフォンを取り出すと時間を確かめた。


    「たーのもーっ！」


    　いつか聞いたことのある声が部室の外そとから響いてきた。


    「あっ！　しょこたんだーっ!!」


    　霞は飛びだす勢いでドアを開あけにいった。


    　ドアの外そとに立っていたのは、ジンジンの姉的存在である大学生のお姉さん──高たか坂さか翔しよう子こという名の大学生のイカしたお姉さんだった。通つう称しよう〝しょこたん〟。


    　彼女は肩かたの上に、黒くて丸くて、ちょうど[image: ]たるぐらいの大きさのある鉄てつの塊かたまりを担かついでいる。


    「あっ！　それ！　ＧグツＪジヨ部ぶ高等部のほうで！　見たことある！」


    「はいはい。ちょっくらごめんよー……、っと」


    　かなり重じゆう量りようのあるはずの鉄でできた物ぶつ体たいを、しょこたんは軽かる々がると部屋の中に運はこび入れてくる。


    「よいしょ──っと」


    　木の床ゆかをきしませて、部屋の片かた隅すみに物体を設せつ置ちする。


    「そういえばありましたわね。姉ねえさま。アンティークっぽいものがお好きですから」


    『姉さん。この前でよく丸くなってたー』


    　聖せい羅らとジルも物体の前に集まってきて、それぞれに感かん慨がいを洩もらす。


    「なんなんですか……？　これ？」


    　一人、わからない顔で立っているのは、小こ手て指さしさん。


    「こてさしゅさん。これはね──!!　ストーブだよ!!」


    「ええと……。石油とか……使うやつですか？」


    「ふふふのふ。灯とう油ゆなんて使わないもーん。薪まきとか燃もやすんだもーん」


    「あっ。これ。薪ストーブなんですね」


    「僕ら平成生まれの人間には縁えんがない物体ですけどね。昭和生まれの人だと、実際に使われていた場面を知っている人もいるみたいですよ」


    「なに言ってるのさ──ジンたん」


    　と、しょこたんの痛いたい痛い張はり手が、ジンジンの背中を、ばっしーんと叩たたいた。


    「昭和じゃないよ。明治だよ。特別古いのが欲しいってジンたんが言うから、探さがしてきてあげたんじゃないのさ。──もうこら。ジンたん。わたしは何でも屋じゃないぞ」


    「姉さんはなぜかお年寄りにウケが良くて顔が広いですからね」


    「あっジンジン、いま姉さんとか言った。〝姉的〟じゃなくて〝姉さん〟って言ったよ。ねえ言ったよ、言ったよね？」


    　霞かすみは皆の袖そでを引っぱって回った。


    「あー……、おほん」


    　うっかり口を滑すべらせてしまったジンジンは、わざとらしく咳せき払ばらいをしてから、話を続ける。


    「やるからには、勝たねばなりません。情報によれば向こうのストーブは明治四十三年製とのこと。しかるに、ほら──!!　我われ々われのストーブは、なんと!!　明治四十二年製なのです!!」


    「うおー！」


    　なんだかよくわからないが、皆は雄お叫たけびをあげた。


    　こうしてＧＪ部中等部の部室に──〝ストーブ様さま〟がやってきた。
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    ストーブ、つけてよ
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　ストーブがＧグツＪジヨ部ぶの新しい〝仲間〟となり、それがあたりまえとなって、ずっと前からそこにあったかのように思えるようになった頃──。


    　コタツの一いち面めんにすっぽりとはまっていた聖せい羅らは、ふと、室内を見回した。感じた違い和わ感かんの正しよう体たいを探さがして、しばらくきょろきょろと部室の中を見まわしていたが、そのうちに気がつく。


    「ストーブ様さま。ついておりませんわね」


    「え？　ああ……。そうですね」


    　誰にともなく言った聖羅の言葉に反はん応のうしたのは、ジンジンだった。


    　今日は皆が[image: ]そろうのが遅おそくて、部室の中には、他ほかに小こ森もりさんと蛍ほたるちゃんしかいない。蛍ちゃんはお手玉で遊んでいて、小森さんは窓まど際ぎわの日のあたるところでサスペンドしている。


    「ちょっと寒い感じかしらね」


    「今日は暖かいほうじゃないですか」


    　──と、ジンジンは、窓際の椅い子すに座る小森さんへと目をやった。本当に寒い日は小森さんもコタツでサスペンドしている。


    「コタツ強くしましょうか」


    　ジンジンは気を利きかせて、そう言った。


    　そんなジンジンのことを、聖羅はじろりとなにか言いたげな目で見つめ返した。


    　冷ひややかな流し目を受けつつも、ジンジンは読んでいた小説のページをめくっている。


    　いまジンジンは聖羅の隣となりに座っていた。〝真ま横よこ〟ではなくて、隣の面のほう。ＧＪ部の全員でコタツに入るときには〝ポジション〟が決まっているが、四人以下の場合には、一人が一面ずつ占せん有ゆうできる。


    　女性と隣りあわせになっていると、いかなジンジンでも、多少は平へい静せいを欠かかざるを得えないが、この位置関係なら落ちついて小説に没ぼつ頭とうできる。部員が増ふえてコタツが混雑するまえに、この章は読み終えておくつもりだ。


    「聞こえなかったのかしら。わたくしは寒いと言ったつもりなのですけど」


    「ああ。はい。そうかもしれませんね。今日は寒いほうかもしれません」


    　のらりくらりと、どっちつかずの返事を返すジンジンのことを、聖羅は、じーっと不ふ審しんそうに見つめていた。


    　ややあって──。


    「……もう。この子ったら。いったいなにを意い固こ地じになっているのかしら」


    　聖羅は大きくため息をついた。


    　姉の余よ裕ゆうを漂ただよわせ、しょうがない子を見守る目を向ける。


    「ストーブ。おつけなさい」


    　はっきりと優しい口く調ちようで、勘かん違ちがいや受け取り違いが一いつ切さい出ないように、聖せい羅らはそう言った。


    「ストーブをつけるのは小こ森もりさんがすごく上じよう手ずですよね。まさに手て際ぎわがいいといいますか」


    「いまは小森の話などしておりません」


    「あとでサスペンドから戻ってきたときについでに頼んでみましょう」


    「はい。紅茶ですか？」


    　と、ここで小森さんが起き動どうした。だがしかし──。


    「小森。ハウス」


    「はい。聖羅様」


    「ああー……っ……」


    　サスペンドに返っていってしまった小森さんを、ジンジンは悲ひ痛つうな目で見つめた。


    「わたくしは、小森ではなく、貴方あなたに命じているのです」


    「いえあのなんといいますか」


    「わかりました。では命じるのではなくて、頼みましょう」


    　聖羅は胸むねの前で両手を合わせた。〝乙おと女めの祈いのり〟の構かまえで、上うわ目め遣づかいになって──。


    「周す防おう様──。わたくしは寒さに震ふるえております。貴方は女性に優しい殿との方がたと存じます。この寒さに震える少女のために、どうか、火をおこしていただけませんか？」


    「それはもっとやめてください」


    　聖羅は〝乙女の構え〟を解といた。


    　普段の毅き然ぜんとした態度に立ち返って、手で髪を払う。


    「なぜそうまでして抵てい抗こうするのですか。まったく貴方らしくもない。普段の貴方なら、わたくしが寒さを覚おぼえる前に気を利きかしているはずです」


    「すいません。僕。じつは。ストーブつけるの。苦にが手てなんです」


    　白はく状じようするように、ジンジンは言った。うつむいてコタツの天てん板ばんに目を落とす。


    　聖羅はよくわからないという顔をした。


    「べつに……、上手でなくても？　……怒おこりませんわよ？」


    「いえあの、その……。つまり。なんといいますか……。その……。ですから。つまり……」


    　しどろもどろになって、ジンジンは言ってくる。


    　聖羅は辛しん抱ぼう強く待った。


    「僕……。できないんです」


    「あらまあ」


    　聖羅は目を丸くして、ジンジンを見つめていた。


    　男の子って……。
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    二色パン
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    「はいみんな注目ーっ!!」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみの声があがる。コンビニ袋ぶくろがひっくり返され、机つくえの上に菓か子しパンがどさどさと落とされる。


    「なんとあたしは!!　二食パンのクリームとチョコの区別を付ける方法を発見してしまいました！　本日の部活動では、それをみんなに伝でん授じゆしたいと思います！　レッツ!!　超能力っ!!」


    「なにこれ。俺おれたちのぶんもあんの？　おまえのおごり？」


    　菓子パンは、数かぞえてみると、ちょうど人数分あった。


    「はい注目！　こっちのほうね！　ちょっと大きなほうが、あたしの大好きなチョコです!!」


    　霞は袋を一つ開あけて、パンをひとつ手に取った。その片かた側がわを、ぱかっと二つに割る。


    「はい！　ほらね！　チョコで──って！　えええーっ！　クリームだったーっ!?」


    　驚きよう愕がくの表情で、霞は手にしたパンを見つめていた。


    「しょっぱいな。おまえ」


    「小こ森もり。お茶をくださるかしら」


    「承しよう知ちしました」


    「なんで？　どうして？　昨日きのうはたしかにチョコで……」


    『霞ちゃん。元気出して。そういうこともあるよー』


    「う、うん……」


    　霞はしょんぼりとした顔で、パンをもぐもぐと食べた。食べているうちにその顔は明るくなってゆく。菓子パンの魔ま力りよくには抗こうしがたい。


    「その件けんにつきましては僕は小学校低学年のときに必ひつ勝しよう法ほうを編あみ出しています」


    　眼鏡めがねのブリッジをついっと持ちあげ、そう言ってきたのは──誰あろう、ジンジンだ。


    　べつの菓子パンを手にとって、裏うら返がえして示しつつ──。


    「形ではなくて焼き色に注目すべきなんです。中なか身みの違いによって遠えん赤せき外がい線せんの吸収量に違いが生しようじる結果、焼き色の違いが現あらわれます。つまり僕の好きなクリームの側は、こちらです」


    　自信満々で、片側を割ってみせるが──。


    「チョコじゃん。おい？　仁じん」


    「あ、あれっ？」


    　ケンケンに言われて、ジンジンはがっくりとうなだれた。しょんぼりとした顔でパンをもぐもぐと食べる。食べているうちにその顔は明るくなってゆく。菓子パンの魔力には抗しがたい。


    「霞さんに続いてジンジンも順調に可愛かわいい生いき物もの化かしておりますわね。小森。今日の茶ちや葉ばはスペシャルなものでお願いしますわ」


    「承しよう知ちしました。マックウッズのシルバーチップスがございます」


    「おめーら。だっせーよ。さがってろ。俺おれにかしてみやがれ。こんなもんは、こうやってなー」


    　ケンケンはパンに鼻はなを近づけていった。


    　くんくんとやっているその鼻を──霞かすみは用意してあった洗せん濯たくバサミで、ばっちーんと挟はさんだ。


    「いっひぇーっ!!」


    「ケンケン。鼻使うの禁止。匂においでやるの禁止だからね。──はいこれ。ジルちゃんも」


    『いひゃい』


    　洗濯ばさみで鼻を挟まれた二人は──。


    「くそー。男の勘かんだー。こっちがチョコだー」


    『えーと。じゃあわたし。女の勘で。こっちがクリーム』


    　当てずっぽうで挑いどんで、二人とも外はずしている。そしてもぐもぐとやって、幸しあわせな顔になる。


    「おいしー!!　あまーい!!」


    　蛍ほたるちゃんは選びもしないで両方一緒に食べている。まるで初めて菓か子しパンを食べたかのように驚おどろいた顔をしている。


    「うふふふ。そのようなこと。わたくしの占うらないにかかれば造ぞう作さもありませんことよ」


    　聖せい羅らは水すい晶しよう玉だまに手をかざした。そして数秒──片かた側がわを選びとる。


    「ほらこちら……、ほら！　こちらがわたくしの好きな黄色いほうです」


    「ぶぶーっ！　セラちゃん失しつ格かくーっ！」


    「いまのはファウルですよ。天あま使つか先せん輩ぱい」


    「えっ？　なんですの？　ちゃんと当てましたわよ？　……わたくし、当てましたわよね？」


    「中を見ちゃう前に言わないとだめだよ。開あけてから言うんだったら誰でもできるよ」


    「でもわたくしは確かに占いで当てて……」


    「聖羅様。マックスウッズのシルバーチップスでございます」


    　なんとも絶ぜつ妙みようなタイミングで小こ森もりさんの紅茶がでてきた。聖羅の渋しぶい顔も、小森さんの紅茶をくぴくぴやったら、ふわ～っと直った。


    　残る小こ手て指さしさんと小森さんも、自分のパンをぱくっと割って、見事に外していた。


    　皆はしばらく無む言ごんとなった。もぐもぐと二食パンの賞しよう味み会かいが続く。


    「だけど僕ら。ある意味で凄すごくないですか？　外す確率は二分の一になりますから、七人が立て続けに外す確率って、かなり低いですよ。……ええと、百二十八分の一になりますね」


    「わたくしは当てましたわ」


    「それでも六十四分の一ですよ。充分に凄いですよ」


    「マイナス超能力だっ!!」


    「なんですかそれ？」


    　本日の部活動は二食パン賞味会もしくはマイナス超能力の特訓であった。
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    お茶くれ
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    「あたしはべつにそんなことぜんぜん思ってないけど、ケンケンがどうしてもっていうから仕方なくなんだからね！」


    「おまえいつもそればっかなー」


    「だって！」


    　いつもの言いあい。いつものたわいないやりとり。


    　今日の二人は、部室の中でいつもの言いあいをやっていた。


    「──いいから。お茶くれよ」


    「こもりん。いないし」


    　霞かすみは部屋の隅すみにちらりと目を向けた。今日の部活動は本当に二人きり……。


    　いつもなら人が少ないといっても、小こ森もりさんが部屋の隅でひっそりとサスペンドしていたり、蛍ほたるちゃんが手て鞠まりをついたりして一人遊びに興きようじたりしているのだが、今日は本当に二人きり。


    　今日は小森さんはお休みの日。聖せい羅らの用事につきあって、一緒に部活動はお休みだ。


    　前の日からそのことはわかっていたので、霞はコンビニで飲み物を買っておいたわけだ。だけど行き当たりばったりで無計画で生きているケンケンは、今日の今頃になって、飲み物がないということに気がついていたりするわけだ。


    　そして〝お茶〟とか。なんかエラそうに霞に要求してくるわけだ。


    　こいつ。ぜったい。家で甘あまやかされているよね。葉は月づきさんとかゆー人？　そのお姉ちゃんにも〝お茶〟とか言ってるんだよね。それでもお姉ちゃんは淹いれてくれるんだろうね。


    　でもね。それ四しノの宮みや家だったら極きよつ刑けいだよ。お父さんもお兄ちゃんもお茶は自分で淹れるよ。むしろ黙だまってたって、あたしとおかーさんの分も淹れてくれるよ。


    「うー……」


    　霞は迷まよった。部屋の隅の小森さんの紅茶基地を横目で見つめる。


    　聖羅ほど壊かい滅めつ的てきではないとはいえ、霞は紅茶の淹れかたに自信がなかった。あれほど上じよう手ずに淹れられる自信はない。小森さんの淹れてくれる紅茶は、本当に美お味いしいのだ。別の飲み物かと思うほど。


    　比くらべられたら、そのっ……。困こまるしっ。


    「お茶は。ありません。今日は紅茶はお休みです」


    　迷った末すえに、霞は言った。そう結論を下くだした。


    「それでいいよ」


    　ケンケンの手がすうっと伸びてきた。「それ」とはどれかと霞が思っているうちに、さっと、ペットボトルを持っていかれてしまった。


    「あっ──」


    　止とめるよりも、取り返すよりも、文句を言うよりも速く──。


    　ごくごくごく。


    　ケンケンはもうすでに飲んでしまっていた。


    　それ飲みかけだったやつだよ──っ!?


    「ちょ──なにすんの!!」


    「なんだよ？　ケチ？　──いいじゃん。すこしぐらい」


    　すこし減へったペットボトルを、ケンケンは返してこようとする。


    「返すな!!」


    「なんだよ。どっちなんだよ？　ケチなのか。くれるのか」


    「ケチとかじゃなくって！　返せばいいってもんでもなくって！」


    　霞かすみは真っ赤になって喚わめいた。


    　もう手て遅おくれ。完全に手遅れ。返してもらったところで全然手遅れ。


    　だってケンケンはもう口をつけてしまったから。霞の飲みかけのペットボトルに──。


    「まさかそこまで怒おこるとは思わなかった。俺おれ、仁じんのやつの、よくそうやって貰もらってるから──。だから気にしてなかったんだけど──。いや悪い。これは言いわけだよな」


    　ジンジンとはしょっちゅうやってるんだ。そゆこと。


    「わかった。買って返すから──」


    　ケンケンは椅い子すにしっかりと座り直すと、霞に向かって頭を深ふか々ぶかと下さげてきた。


    「──とにかく。すまん」


    　頭を下げるケンケンを、霞は困こまった顔になって、見つめていた。


    　しばらく前のこと──。


    　ケンケンはクソガキを卒業して、しっかりと謝あやまれる男のコになった。バカなことは、たまにこうやってやらかすけど、言えばすぐにわかってくれるし、そしたらこうやって謝ってくれるし、反省して謝ったことは、二度と繰くり返かえさないし──。


    　特に悪いと思ったことを、しっかり謝れるところは、霞も認めている。


    　そゆとこ……、お、男らしいって……、そ、そう……、思うけど。


    「謝らなくていいし。買って返さないでも──いいよ」


    　霞はケンケンにそう言った。


    「え？　でも？」


    　ケンケンは顔を持ちあげた。不思議そうな顔で霞を見返してくる。


    　その視線がくすぐったくて、霞は腰こしをあげると、部屋の隅すみへと歩いていった。


    「紅茶。淹いれてあげる。だけど美お味いしくなくても──。文句、言わないこと」


    「おう！」
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    略語
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    「ねえ。あたしたちのこと、ＪＣって呼ぶ人、いるよね」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　本日の霞かすみの唐とう突とつな話題に、真っ先に反はん応のうしたのはジンジンだった。


    「ええまあ……。ちょっとよろしくない暗あん[image: ]ゆが込められている気がしますけど……。女じよ子し中学生のことを、たしかにそう呼ぶこともありますよね。特に大人おとなの男性が」


    　なぜか顔を赤くしつつ、ジンジンは霞にそう言った。


    「へー？　女子中学生だからＪＣになるの？　女子がＪで、中学生でＣなの？」


    「そのはずですけど。だから女子高生になるとＪＫになるわけで」


    「なら女子大生だとＪＤ？」


    「いえそれはいわないと……。もう。どうでもいいじゃないですか。その話題やめましょうよ。なにかがキケンですよ」


    「どんどんぱふぱふ～♪　第一回！　略りやく語ご選手けーん♪」


    「ああ。よかった。はじまってくれた。そっちでしたら安全そうですね」


    「あたし前から疑問に思っていたんだけど。ＮＰＯって、これ、なんの略？」


    「えーと、なんでしたっけ……」


    「使えないわね。周す防おう君。──特とく定てい非ひ営えい利り活かつ動どう法ほう人じんのことですよ。先せん輩ぱい。英語の読みまでは、私にもちょっとわかりかねますが」


    　小こ手て指さしさんが涼すずしい顔でそう言った。毎朝、新聞を読んでいるというのは伊だ達てではない。


    『Nonprofit Organization.』


    　ジルがホワイトボードに英語で書く。


    「ほら小手指さんだって使えないじゃないですか──痛いたたたたッ!!」


    　最後の悲ひ鳴めいは、コタツの中でジンジンが太ふと[image: ]ももをつねられたかどうかした音だ。悲鳴の大きさからすれば、かなり容よう赦しやのない強さだ。


    「あのついでに私も質問してみて、いいですか？」


    　と、小手指さんが言う。


    「ＧグツＪジヨ部ぶのＧＪって、これはなんの略の──」


    「──こてさしゅさん!!　それアウトーっ!!　それは訊きいちゃだめっ！　たとえ気になっても、気がつかないフリをしなきゃ！　──じゃないと訓くん練れんされたＧＪ部部員とはいえないよっ!!」


    「ひょっとして……、誰も知らないんですか？」


    「う……。知ってるよ？　知ってるとも。うん……、モチロン知ってるともー。だだだ、だってあたし、ぶぶぶ、部長さんだもんねーっだ!!」


    「じゃあ教えてくださいよ」


    「う、うん、教えるよ。そのうちね。こてさしゅさんも、部長になったらわかると思うよ」


    「なんですかそれ」


    「はいつぎ。ＰＫＯいくよ。ＰＫＯ」


    「俺おれそれわかるぞ。国こく際さい連れん合ごう平へい和わ維い持じ活かつ動どうだろ」


    「うおケンケンが知ってたー!!」


    「このあいだ社会でやったとこだぞ」


    「ケンケンが授業きいてたー!!」


    「あのわたくしも、略りやく語ごでひとつ質問があるのですけど」


    　聖せい羅らが指先を小さくあげて皆に訊たずねる。また世間知らずと言われるのではないかと、ちょっとドキドキした顔だ。


    「コロン、マイナス、閉とじ括かつ弧こ──というの。あれ、なんなのでしょう？」


    「なにそれ？　セラちゃん？」


    『わたし。見たことあるかも……。こんなのだよねー。→[image: ]』


    　ジルがホワイトボードに実際に書いてみせる。


    「あー、それなら見たことあるー。でもあたしもわかんないけど」


    「それは略語じゃないですよ。顔文字の一種です」


    「顔文字？」


    「笑った顔なんですよ。欧米文化圏の人が使う笑い顔のマークですね」


    　ジンジンの説明を受けて、霞かすみは「[image: ]」と、しばらくにらめっこしていたが──。


    「あー!!　わかった!!　これ横向きになってる顔だーっ!!　いま突とつ然ぜん見えるようになったー!!」


    「わたくしも気づきませんでしたわ。ジンジン。よく知っておりますわね」


    「おー。なるほどー。笑顔かー。言われたら俺にも見えたぜー。すげえじゃん。仁じん」


    「いやあ……、それほどでも……」


    　皆の賞しよう賛さんを受けて、ジンジンは照れまくった。


    「じゃあジンジン！　あれはあれは!?　人生最大の疑問!!　[image: ]って、なんの略なんの略？」


    「あれも略語ではなくて、顔文字の同類みたいなものでして……。なんていったらいいのかな。人間の仕し草ぐさを表あらわしたものなんですよね」


    「仕草？　どんなの？　やってやってやってー!!」


    「ええと。つまり。──こうです」


    　ジンジンは両手と両りよう膝ひざを床ゆかについて、がっくりとうなだれるポーズを取った。


    「な!?　なるほどーッ!!」


    　皆の理解の叫さけびが部室にこだました。


    　本日の部活動は、略語研究会、もしくは、絵文字研究会であった。
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    ジョブ
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみがムギチョコをぽいぽいと口に一ひと粒つぶずつ放りこみながら、もう片方の手でマンガ雑誌のページをめくっていた。ちなみに霞は一粒ずつ食べる派は。世の中にはムギチョコを鷲わし摑づかみで食べる向きもあるそうだが、霞にはまったく信じられない。そんな食べかたをしたら、すぐなくなっちゃうよね。哀かなしいよね。


    「ねえ。あたしたちって、ジョブ、なんになるんだろう」


    　マンガのページをめくりながら、霞は唐とう突とつに、そう言った。


    「はあ。……それはファンタジー小説とかの話でしょうか？」


    　いまいち温度の低い答えを返してきたのはジンジン。


    「ええ。ありますわね」


    　くわっとばかりに目を見み開ひらいて、ノッてきたのは聖せい羅らのほう。


    「まず基本的には、近きん接せつ系けい、魔ま法ほう系けい、遠えん隔かく系けいの三つに分類されますわね。前ぜん衛えいと後こう衛えいという分類法もありますけど、それはゲームのシステムによりますかしら」


    「そそ。セラちゃんの言うほうで正解」


    　聖羅の手のなかに、ムギチョコをざらざらと一ひと握にぎり分ほどお裾すそ分わけする。


    　聖羅の隠かくし属ぞく性せいは廃はいゲーマーだった。得意分野は、やりこみ系のＲＰＧだ。


    「あたしたちって、ちょうど六人じゃない。なんか六人でパーティー組んでるのが多いんだよね。このマンガもそう。だからあたしたち、ジョブでいったらなんになるのかなーって思って」


    「おいカスミ。こてさしゅも数かぞえてやれよ。俺おれたち七人になるだろ」


    「あっ。健けん太た君。……ありがと」


    　小こ手て指さしさんが、ちょっと嬉うれしそうな顔をみせる。


    「ちがうよ数かずに入れてないのはケンケンだよ。ケンケンの番はないから六人でいいんだよ」


    「がーん……」


    「あっ。健太君……」


    　すぐにへこんでしまったケンケンに、小手指さんが心配した顔をみせる。


    　最近、すこしは成長したケンケンであるが、打たれ弱いところはぜんぜん変わっていない。


    「わたくしのカスミは格かく闘とう家かですわ。あとニンジャもＬＶ99ですわ」


    「それはセラちゃんのゲームの中の話でしょ。あたし格闘とかできないし忍にん術じゆつも使えないよう。ニンジャっていったら、やっぱ、こもりんでしょ」


    「天あま使つか先せん輩ぱいは魔法使いで間違いないですよね」


    「あら。わたくしは魔法系ですの？」


    「それも呪のろいを扱あつかうような専せん門もん職しよくですよね」


    「……呪いますわよ」


    「ジル先せん輩ぱいはドルイドとかでしょうか。シャーマン系とか精せい霊れい使づかいとか」


    「俺おれの師し匠しようだぞ。ジルは」


    　ケンケンが言う。まえにケンケンが強くなるための特訓をやったが、その時の師匠がジルだったのだ。一いつ見けん、おとなしそうでいて、じつは自然派育ちのタフガールだったりする。


    「なら前ぜん衛えい職しよくになるのかな？」


    『わたし。ふつうの女の子です』


    　ニコニコと笑いながらジルは言う。


    「ジル。おまえまえに言ってたじゃん。北ほつ極きよくのクマと相撲すもうとったことあるって」


    『そうだっけ？　あったっけ？　覚おぼえてないなぁ？』


    「ジルちゃんは、じゃあ、そのなんか前衛とかのジョブで。スモウレスラー？」


    「わたくし。調子よく人ひと様さまにラベルを貼はりまくっているこの小こ僧ぞうがなんになるのか、大変興きょう味みがあるところなのですけど」


    　聖せい羅らが言う。じろっとジンジンに目め線せんを注そそぐ。


    「ジンジンは、ええと、そうだねえ……」


    　皆で腕うでを組んで考えこむ。


    「ねえセラちゃん。なんか学者系の職業とかないの？　ちまちま重じゆう箱ばこの隅すみをつついて、あら探さがしをするような……」


    「ちょ──僕がいつあら探しをしたっていうんですかっ」


    「武ぶ器きで〝辞書〟を装そう備びするようなジョブのあるゲームがありましてよ」


    「辞書じゃなくてスマホとかはないの？」


    「なー。仁じんなんかどーでもいいから、俺、俺、俺、俺のジョブ決めてくれ」


    「どーでもいいって……」


    　ジンジンはずーんと落ちこんでいる。


    「周す防おう君って、ほんと、打たれ弱いのね」


    　小こ手て指さしさんが呆あきれたようにそう言った。


    「ジンジンだけじゃないよ。男のコってみんなそうだよ。うちのコだけがそうなのか、よそのコもそうなのかまでは知らないけど」


    「小手指さんの膨ぼう大だいなＨＰと比くらべないでくださいよ……。誰だって貧ひん弱じやくになりますよ……」


    「こてさしゅさんは、やっぱり、戦せん艦かんだよねっ」


    「はあ」


    「僕はそれジョブじゃないと思うんですけど」


    　本日の部活動。皆のジョブを決めよう──であった。
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    計算機
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    「アインツバイン、閉へい店てんなんだってさー」


    「Oh! It's really too bad.」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　おもに女の子ばかりでガールズトークに華はなが咲いている。


    「──六百二十」


    「あら。けっこういいものがありましたのに。経けい営えい難なんとかですの？」


    「じゃなくて。店を大きくするんだって、オバ──お姉さんが、いってたー。こんど駅の反対側がわに移るんだってさー」


    「──百二十」


    「まあ。それは楽しみですわね」


    「──二百四十」


    「もうっ。なに。──さっきからケンケン、うるさいよ」


    「──三百十五」


    「だから、なに？　ガールズトークに入りたいの？　ジンジンなら女じよ子しだからいいけど、ケンケン男だん子しだから、だめだよ。立ち入り禁止だよ」


    「僕もその手の話題ですと遠えん慮りよしておきます」


    「──百五」


    「だから、なんなの？」


    「──合計で、いくつだ？」


    「ええと……。千四百？」


    「そっか。サンキュ。ええと、今月のおこづかい……。もう千四百円も使っちまったかー」


    「人を計算機に使ってた!!」


    　ケンケンが数字ばかりつぶやいていた理由を知って、霞かすみは怒いかりの声をあげた。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいもたいがいスゴいと思いますけどね。なんでいまので計算できちゃうんですか」


    　霞の計算能力は皆の知るところである。何なん桁けたもあるような掛け算や割り算をノータイムで答えられるというのが、霞の特技だ。


    「計算してないよ。千四百って頭に浮かんだから、それを言っただけ」


    「そっちのほうがもっとスゴいと思います」


    「あ、いけね。一個忘れてた。おい霞。そこに二百七十円を足すと、いくらだー？」


    「えっ？　えええっ……、わかんないよー……？」


    「四ノ宮先輩って、なんで〝円〟をつけると計算できなくなっちゃうんでしょうか」


    「つかえねえ」


    「使えないって!!　ゆったー!!」


    「これじゃ計算できないんだよなー」


    　ケンケンはポケットから自分のオーディオプレイヤーを取り出すと、そう言った。最近持ち歩いているピカピカのデバイスだ。教師に見つからないようにこっそりと使っている。


    「なんとかＴＯＵＣＨとかいうのにしとけばよかったー。あっちだったらアプリとかも入れられるんだろ？」


    「だから僕はそう勧すすめたんじゃないか」


    「んだって。おめーのと同じになっちゃうじゃん」


    「ケンケン。いいかげん[image: ]やせ我が慢まんしてないで。ますますスマホ持てばいいと思うよ。てゆうか。電でん卓たくくらい。普通のケータイにも入っているよね？　あたしのにも入っていたよーな……？」


    　霞かすみは兄ゆずりの古い機種を取り出すと、ぴ、ぴ、ぴ、とボタンを押していった。隣となりではジルも自分の携帯を操そう作さしている。


    「うん。あった」


    「すげえ。ケータイ。すげえ」


    「だから持ちなって。スマホでも。せめてケータイでも。メールのひとつも送れないから不便じゃない」


    「俺おれにはこれがあるから、いーんだ」


    　と言ってケンケンが持ちだしてきたのは、紙コップを二つ糸で結むすんだ「糸電話」だった。


    「もしもし。トモちゃんですか」


    「はい。トモちゃんです」


    　小こ森もりさんと二人で秘密の通信ごっこをやっている。


    「かして。かして」


    　赤い絣かすりの着物の童どう女じよ──蛍ほたるちゃんが、手をぱたぱたとやって糸電話をほしがる。


    「ほたるです。もしもし。おにいちゃんですか。とじまり。してますか」


    「はい。おにいちゃんです。とじまりは。わかりません」


    　赤い絣の着物の童女は、紙コップの中から声が聞こえてくることに、きゃっきゃっと喜よろこんでいる。


    「かして。かして」


    　小こ手て指さしさんが手をぱたぱたとやって糸電話をほしがった。


    「もしもし。こちら。トモちゃん２号です」


    「はいケンケンです。いま外出中です。ご用の方はピーという発信音のあとに──」


    「健けん太た君！　差別よ！」


    　ＧグツＪジヨ部ぶのゆるやかな時間が過ぎていった。
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    音楽
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    「あたしはべつにそんなことぜんぜん思ってないけど、ケンケンがどうしてもっていうから仕方なくなんだからね！」


    　すっかりお馴な染じみとなった、いつもの言いあい。いつものたわいないやりとり。


    　今日の二人は、昼休みの花か壇だんの縁ふちをベンチがわりにしていた。ほとんど定てい型けいとなった霞かすみのいつもの言葉を──しかし、ケンケンはまったく聞いていない。


    　その両耳には、携帯オーディオプレーヤーのイヤフォンが、しっかりと刺ささっている。


    「──ねえ聞いてんの！」


    　霞がついに大声をあげた。


    　もちろんケンケンは聞いていない。そもそも聞こえてさえいない。


    　そのあたりで霞もようやく気がついた。


    　聞いてねーじゃん。こいつ。


    　携帯電話は持ってないくせに、いっちょまえに、オーディオプレイヤーなんか持っている。


    　ケンケンのくせに非常にナマイキである。


    　イヤフォンを、片方、引っこ抜いた。そしてその耳みみ元もとで──。


    「わーっ！」


    「わあぁーーっ!!」


    　耳元で叫さけばれて驚おどろいたケンケンが、花壇の縁から十センチばかりも垂すい直ちよくに飛びあがった。本当に飛んだ。お尻しりがたしかに一瞬だが浮かんでいた。


    「あーびっくりした。……なんだよ。おま。いきなりなんだよ。俺おれがなにをしたんだよ」


    「んとね。死し刑けいの一歩手前くらいの重じゆう罪ざいになるかな」


    　驚きっぷりが愉ゆ快かいだったので、霞はすこし許ゆるしてあげる気分だった。


    「うえっ？　マジ？　やっべー、俺、死刑かよー」


    「そだよ。話しているのに、聞いてないとか、ひどいよ。お兄ちゃんだったら確実に死刑になってるよ」


    「俺。おまえのお兄ちゃんじゃねーけど」


    　ケンケンはイヤフォンをまたぷすっと耳に戻した。


    「そうだけど」


    　ケンケンは年下だ。バカでアホでどーしようもないガキんちょだった。


    　……過去形で。


    　最近は、バカとアホとを卒業しちゃって、印象が変わってきちゃっているのだ。


    　一瞬。ほんと一瞬だけだけど、年上っぽく感じられないこともない。お兄ちゃん的なところが、ちょっとだけ垣かい間ま見えるときもある。


    　音楽を聴いているケンケンの横顔が、いつもと違って、なにか大人おとなっぽく見えている。


    「なにきいているの？」


    　へんじがない。


    　霞かすみは手を伸ばすと、またすぽっとイヤフォンを引き抜いた。反射的に耳をかばっているケンケンの慌あわてっぷりを、くすりと笑ってから、ケンケンの隣となりに腰こしを下おろす。


    「なにきいてるの？　──きいていい？」


    　そう訊きくやいなや、返事が戻ってくるまえに、霞はイヤフォンの片かた側がわを自分の耳に差しこんでいた。


    「あっ……、おい……」


    　ケンケンはいきなり隣に座ってきた霞に驚おどろいて、距離を取ろうとした。だがイヤフォンで繫つながれている関係上、顔と顔との安全距離が確保できない。


    　ほっぺた同士がくっついてしまうか、つかないで済すむか──といった至し近きん距離で、しかたなくガマンさせられることになる。


    　ケンケンは至近距離にある霞の横顔を見つめた。


    　目を閉とじた霞は、ふんふんと音おん程ていに合わせてリズムを取っている。首が動く。前髪も揺ゆれている。焦しよう点てんの定さだまらないような近距離なので、よく見えないが……。


    　ほっぺたがギリギリの距離にあるから、産うぶ毛げがわずかに触ふれてきて──たまにくすぐったさを覚おぼえざるを得えない。


    　聴いていたのは、いろいろあちこち、つまみ食いして作った自分なりのベストリスト。


    　特とく撮さつソングメドレーのプレイリストもあったが、いま流しているのは、そっちじゃないほう。


    　もしもそっちだったら、ライダーは卒業しなよもう中学生なんだから、とか、いらんこと言われていたはず。よかったかもしれない。


    「どしたの？　顔赤くない？」


    　急に話しかけられて、ケンケンはどきりとした。


    　顔が赤いかどうかは、自分ではよくわからない。


    「ね。ライダーの曲とかないの？」


    「ねえよ」


    「うっそ。あるでしょ」


    　ケンケンは霞にオーディオプレイヤーを取りあげられた。


    　霞は一度も迷まよわず的てき確かくな操そう作さで「カッケーソング」という名前のプレイリストを掘り出した。


    「ほらあった」


    　二人で正せい義ぎのヒーローの熱い魂たましいのシャウトを聴いた。


    　霞がバカにしてこないことが──、ケンケンには、ひどく不思議なことに思えた。
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    変化の理由①
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    　それはちょっとだけ〝昔〟のこと。


    　秋が終わり、冬がはじまった頃に、霞かすみとケンケンとの間あいだに起こった、ある決定的な出来事。


    「わかんねー！」


    　２週間前の放課後。いつもの広い部室。机つくえの上に足を投なげだすというお行ぎよう儀ぎの悪い格かつ好こうで、恋れん愛あい系けいもしくは肌はだ色いろ系けいラノベを読み耽ふけっていたケンケンが、不意に、大声をあげた。


    「な、なにっ!?　ケンケンなんなの！　なに急に大声あげてんの！」


    　霞はケンケンに激しく抗こう議ぎした。びっくりさせられて、キノコとタケノコをぶちまけてしまった。いくつかは床ゆかまで転ころがっていってしまった。


    「……なにがわかんないっていうのよ？」


    　三秒以内に素す早ばやく拾ひろいあげて、ふーふー息を吹きかけながら、霞は訊きいた。


    「〝付き合う〟ってのが、俺おれ、わかんねーんだ」


    「ケンケンまえにもそれ言ってたよね。だいぶ前に。あんたにとっては、一緒に遊ぶ＝〝つきあう〟なんでしょ。ほんと。お子ちゃま」


    　コタツでほんにゃりと長くなっている小こ手て指さしさんに、霞はなんとなく目を向けた。たしか小手指さんは、ケンケンに「つきあって」と、ガチで正しよう面めんから正せい攻こう法ほうで告白して、「ごめん。俺。（部活があるから）おまえとつきあえない（遊べない）」とフラれているはず。


    「だからこうして勉強してんじゃねーか」


    　ケンケンは机の上に十冊以上も積み重ねた小説を、ぱんと手のひらで叩たたいて示した。ここしばらく、ケンケンは暇ひまさえあればラノベを読んでいた。読み耽っているのは主おもに「肌色ラノベ」とゆーやつだ。ちょっとえっちなラブコメ。四しノの宮みや家け条じよう例れいで「禁きん書しよ」指定されるやつばかり。


    「それ勉強だったの？　ラノベ読んでなんの勉強ができるの？」


    「恋愛とか。ＬＯＶＥとＬＩＫＥの違いとか。あと〝付き合う〟ってどんなことだとか。だいたい、なんで付き合うんだよ？　付き合うとなにがどういいわけ？　楽しいのそれ？」


    「う……。あたしにそんなこと訊かれてもぉ……」


    　真ま正面から訊かれると、じつは答えられないということに気づく。


    　だって……。誰かとつきあったことなんて……、ないしぃー……。


    「健けん太たは僕のお勧すすめの恋愛系ラノベを、ついに全巻読どく破はしたんですよね」


    　ジンジンが我わが事ことのように言う。うちの子はやればデキる子なんですよ、と自じ慢まんする顔だ。


    「けどあんまり勉強になんなかったぞ？　話に出てくる連中。あんまり付き合ってねーじゃん」


    「まあね。付き合ってしまったら、その時点でラブコメは終了してしまうからね」


    「最後の巻かんでな、半分くらい付き合ってる話はあったぞ。最後はケッコンしてたぞ。つまり〝付き合う〟ってゆーのは、〝ケッコン〟するってことで、いーのか？」


    「それは極きよく端たんすぎるんじゃないかな」


    「やっぱ。わかんねー」


    　ケンケンは頭の後うしろで腕うでを組んで、椅い子すを傾かたむかせた。


    『ねえ。ケンケン君』


    　これまで静かに話に耳を傾けていたジルが、ケンケンに向かって、にっこりと微ほほ笑えんだ。


    『──わかんないんだったら、ためしに誰かとつきあってみればいいんじゃない？』


    　笑顔で爆ばく弾だんが放りこまれる。


    　霞かすみはぎょっとなった。コタツで長くなっていた小こ手て指さしさんは、しゃっきりと目を覚さました。


    「そっか！　そうだな──!!　ジルおまえ！　あったまいーじゃん！」


    　おバカなケンケンは喜よろこんでいる。その顔は名めい案あんだと本気で思っている顔だ。


    「──じゃあ付き合おうぜ！　ジル！」


    「や。」


    　ジルの返事はたったの一いち音おん声せい。そしてホワイトボードに文字が書き綴つづられる。


    『まっぴらごめん。死んでも嫌いやかな』


    　笑顔でニコニコと答えるが、その言葉には、凄すさまじい破は壊かい力りよくがあった。


    　ケンケンは床ゆかに手までついて、ずーんと落ちこんでいた。


    「ちょ……、ケンケン……」


    　霞はケンケンのところに駆かけつけた。背中に手を置く。


    「ジルちゃんも、嫌は嫌でも、もうちょっと違う言いかたで……」


    　そう言いながら、ケンケンの背中をさすってあげていると──。


    「かすみー、付き合ってくれーっ！　ためしに付き合ってくれーっ!!」


    　ケンケンが足にすがりついてきた。優しくしたのがいけなかった。


    「えええええ～～っ!?」


    　なんであたし？　まず順番からいって小手指さんじゃないのっ!?　ていうか〝試ためし〟ってなに!?　そもそも最初ジルちゃんだったし。つまり誰でもいいのか！　こいつはッ!!


    　小手指さんが、じーっと見つめてきているのがわかる。首くび筋すじで視線がわかってしまう。


    　くくくっ──と、喉のどの奥で洩もらす笑い声が響ひびいた。


    「霞さんとつきあわれるのでしたら、お兄様に百万発くらい殴なぐられる覚かく悟ごが必要ですわよ？」


    　面白くてたまらない、という顔で、聖せい羅らは片方の髪を払って言った。


    「ちょ──セラちゃん。なんでそこでお兄ちゃんがでてくるの？」


    「そうか！　わかった！」


    「あーっ！　ちょ──ケンケンっ!?」


    　止とめる間まもあらばこそ。ケンケンは部室を飛び出していってしまった。
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    変化の理由②
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    「しんじらんない。なにあれ。ためしにだとか。失礼な」


    　ケンケンがどこかへ飛び出していってしまってから、けっこう時間が経たっていた。その間あいだじゅう、ずっと、霞かすみはぷんすかと怒おこりつづけていた。


    　だいたいね。ジルちゃんに対して失礼だよね！　あたしにもだいぶ失礼だよね！


    　あと誰よりもなによりも、小こ手て指さしさんには、大、大、大失礼だよね！　あとこもりんにだって！


    「だよね──。こもりん？」


    　ちょうどそこに立っていた小こ森もりさんに、霞はそう言った。


    「はい。お茶ですね」


    　小森さんの手にあるティーポットから、いい匂においのする紅茶を注そそがれても、霞のささくれた心は直らなかった。


    　なんでこんなにイラだつのだろう。


    　だいたいケンケンはどこに行っているのか。飛び出していったきり、もう時計の長いほうの針はりが余よ裕ゆうで一周しちゃうんだけど。


    「怒っていいんだよ。こもりん」


    「こもりんではなく小森ですが。──どなたに怒ればよいのでしょう？」


    「ケンケンに決まってるでしょ」


    「なにに怒ればいいのでしょう？」


    　言われて霞は、あれっ？　──と思った。


    　つきあってくれー！　と、失礼こかれた自分とジルちゃんには怒る理由がたっぷりとあって、いっぺん〝つきあって〟と告白している小手指さんには、もっとたっぷり、それこそボコボコにしてもかまわないくらい、物もの凄すごくあるけど。


    　小森さんの場合には……、なんでだっけ？


    　えーと……？　この場合……？　小森さんも怒るべきだと思うんだけど……？


    「それに私は怒ったことというのが、これまでに一度もなくて。怒るというのがどういう気分なのかわかりませんし。怒ったときにどうすればいいのかもわかりませんし」


    「噓うそですわ。ぜーったい噓ですわ」


    　部屋の隅すみから聖せい羅らがそっぽを向きつつ独ひとり言ごとのように証言する。小森さんが顔を向けると、聖羅の独り言はぴたりとやんだ。


    　火ひ元もとのケンケンが不在なおかげで、部室の中には妙みような空気が立ちこめてしまっている。


    　とりあえずケンケンが帰ってくるまで、この妙な空気は晴れそうにない。


    　どこ行ってんのよ！　バカケンケン！　


    　と、霞かすみが怒いかりを新あらたにしたとき──。


    　どたどたどたどたと、走ってくる足音が聞こえてきた。


    「ただいまだぞーっ!!」


    　がらりと戸とを開あけてケンケンが部室に飛びこんできた。


    「どこ行ってたのケンケン！」


    　霞は立ち上がるなり、ケンケンに叫さけんだ。首くび根ねっこを押さえてやろうと、どすどすと床ゆかを鳴ならして迫せまってゆくと──。


    「あとだ！」


    　ふいっと身をかわされてしまう。


    　霞をスルーしたケンケンは、まっすぐに小こ森もりさんのところに向かっていった。


    「トモちゃん！　俺おれ！　おまえのことが好きだ！」


    　いきなりの爆ばく弾だん発言。


    　部室にいる全員の身み動うごきが、ぴたりと止とまった。飛び出していって、帰ってきたかと思えば、いったいなにを始めるのだ。こいつは。


    　うええええ～～～～～～～っ！


    　霞は心の中で悲ひ鳴めいをあげていた。口をぱくぱくと動かしているが、声が出ない。


    　ケンケンは小森さんの前にまっすぐに立っている。


    　小森さんは二にの腕うでに片手を添そえてケンケンを見つめ返している。


    　その表情はいつものそれで──。表情を読み取るのも困こん難なんな無表情で──。驚おどろいているのかどうかは、まったくわからない。


    「俺。トモちゃんのこと。好きだけど。でもそれはＬＯＶＥじゃなくてＬＩＫＥなんだ」


    「はい」


    　小森さんはうなずいた。固かたい無表情だったその顔が、ほんのすこし、優しくなった。


    「……私にはそれで充分です」


    　その表情がもしも笑顔なのだとすれば、霞は小森さんの笑顔というものをはじめて見たことになる。


    　小森さんはケンケンに対して小さく頭を下さげると、部屋の隅すみに、とことこと歩いて行った。


    　小森さんは救急箱を取りだそうとしているようだった。上に積まれた物をどかして、その下に埋うもれていた救急箱を持ちだしてくる。


    　──でもなんで救急箱？


    　皆が目を丸くしてケンケンを見つめている。


    　霞も同じような目で、ケンケンを見つめていた。


    　そしてケンケンの、ひどくまじめな顔が霞に向けられた。霞はビクってなった。
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    変化の理由③
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    「聖せい羅らのやつが言ったからよー。俺おれ。おまえのにーちゃんのとこに行ったんだ」


    「セラちゃん？　セラちゃんがなに言ったってゆーの？　あとお兄ちゃんがなんでこの話に関係してくんの？」


    「霞かすみさんのお兄様に百万発くらい殴なぐられる覚かく悟ごが必要ですわ。……だったかしら？」


    　そうだった。何十分も前のことなので、すっかり忘れていた。ケンケンはそれを聞いて飛び出していってしまったのだ。


    「おまえのにーちゃんに、俺、〝付き合わさせてくれ〟って言いに行った」


    「えっ……？」


    　さあっと、血の気けの引いてゆく感じがした。貧ひん血けつになったときみたいに、周囲の音を遠く感じる。


    「な……、なにっ？　お兄ちゃんに……、なに言ってきたって？」


    　問いかけるその声が、まるで誰か他ほかの人の声みたいに聞こえる。


    「だからおまえと付き合わさせてくれって、言いにいったって」


    　ということは、兄は知ってしまったわけだ。自分のことを好きな男だん子しがいるということを。


    　霞にはそれがひどくショックだった。なんでなのかはわからない。


    「百万発殴られてきましたの？」


    　その聖羅の質問に、ケンケンは、にいっと笑って答えた。


    　救急箱を開ひらいて小こ森もりさんが、脱だつ脂し綿めんに消しよう毒どく液えきをつけて、その口くち許もとに、ちょんちょんと当てる。


    「え？　それ、ちょっ──？　ケンケンどうしたの、口のとこ切れてるし──、ほっぺただって、それ腫はれちゃってない？　ねえ!!　それ!?」


    　ケンケンがほっぺたを腫らしていることに、霞はたったいま気がついた。


    　ちなみに小森さんはだいぶ前から気がついていたようだ。だから救急箱を取りに行ったのだ。


    「あー、これか？　これはな──」


    「信じらんない!!　お兄ちゃんってば!!」


    　霞は怒おこった。なんでか。すっごい頭にきた。


    「──殴るなんて!!　平和主義者のくせに!!　お兄ちゃんのくせに!!」


    『ねえ霞ちゃん。いいの？　怒るのって……、そっちのほうで』


    「えっ？　なにジルちゃん？」


    　なにか変なことを訊きかれた。霞は、まじまじとジルの顔を見つめ返した。


    『えっと。だからね。殴られたケンケンのことを霞ちゃんはいま心配しているんだけど……。それでいいの？　サムライ……お兄さんに、ケンケン君との関係を知られちゃったよ？』


    　言われて気づいた。たしかにさっきはそっちで自分は大ショックだった。


    　でも──、でもでもっ──。だってケンケンすごく痛いたそうだしっ。


    「おいおまえら。だからこの傷きずは──」


    「関係なんてなんにもないから!!　ないよ!!」


    「痛いですか？」


    　と、小こ森もりさんが言った。ケンケンの膝ひざの上に乗りあがる体たい勢せいで、その頰ほおに甲か斐い甲が斐いしく手当てを続けている。脱だつ脂し綿めんをちょんちょんと付けるたびに、ケンケンが痛そうに顔をしかめる。痛い、と口にしないところは、きっと男のコ的な[image: ]やせ我が慢まん。


    「……ケンケン？　だいじょうぶ？　ごめんね。お兄ちゃん平和主義者のくせに乱らん暴ぼうだよね」


    「おまえらさー。さっきからなに言ってんだ？」


    　ケンケンが変な顔を返してくる。


    「なに……って？」


    　霞かすみも変な顔を返した。


    「だからケンケンって……。お兄ちゃんのところに行ってきたんだよね？」


    「いったよ」


    「それで殴なぐられてきたんだよね？」


    「なんで？」


    「だってほっぺた腫はれてるじゃない」


    「ああ。なに。そう思ったのか。いやこれは違うんだ。オッケーもらって、スキップしてて、階段から落ちたんだ。さっきそこで」


    「おまえはまたか！　またなのかーっ!!」


    　霞は激しく思いだしていた。


    　そういえばこいつ！　このバカオスガキ！　小森さんのときにも、おんなじことやった！


    　小森さんがイジメられていると勘かん違ちがいして小森さんのクラスに乗りこんでいって──。それで顔を腫らして帰ってきて──。ケンカしてきたって、人のことをひどく心配させて──。そしたらケンカじゃなくって、スキップしていて階段から落ちたとかって──っ!!


    　またやった！　また心配させた！


    　心配して損そんした！


    「バカケンケン！」


    「なっ──なんだよ？　なに怒おこってんのおまえ？」


    「うるさい！　しんじゃえ！」


    「うわ──やめ、痛てえ痛てえ、痛えってば──、ほっぺた腫れてるんだぞ」


    　霞はケンケンのことを、ばっこんばっこん、ぶっ叩たたいた。


    　隣となりでは小森さんも、救急箱を凶きよう器きにして、ばっこんばっこん、ぶっ叩いていた。
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    変化の理由④
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    　怪け我がの増ふえたケンケンが、小こ森もりさんにぺたぺたと脱だつ脂し綿めんと消しょう毒どく薬やくとで手当てを受けている。


    　椅い子すを持ってきた霞かすみは、すぐ近くで様よう子すを見守っていた。


    「おまえの兄ちゃんって、すげえなー！　〝付き合い〟の達たつ人じんだったぜー！」


    「なによ？　なんで達人？　なにが達人なの？　お兄ちゃん〝つきあい〟なんてしたこともないよ？　お一人様歴れき、十九年だよ？」


    「いいやすげえよ。おまえの兄ちゃんに比くらべたら、仁じんなんかあれだな。ただの中学生だな」


    「僕は実際に中学生であるしスケコマシの修しゆ行ぎようをした覚おぼえもないしする予定もないけどね」


    　ジンジンが眼鏡めがねを光らせて言い返す。あれれ？　なんかジンジンってば、スネちゃってる？


    「おまえの兄ちゃんに言われたんだ。〝ためしに〟とかいうのは、よくないんだって。付き合うんだったら〝一番〟の相手じゃないと、いけないんだって」


    「そ……、そりゃまあ……、あ、あたりまえだけどねっ」


    　霞はもごもごと言い返した。出で端はなをくじかれてしまった。色々と怒おこってやろうと思っていたのに。ほっぺた腫はらして心配掛けたことのほうは……、もう、べつにいいんだけど。


    　小森さんがケンケンの膝ひざから下おりて、凶きよう器きとして使用した救急箱を部屋の隅すみに片付けに行く。


    「俺おれさ。たまにイジワルしたくなるんだ。おまえにだけ」


    「うえっ!?」


    「これってあれか？　ＬＯＶＥか？　ＬＩＫＥか？」


    「し、しらないよ」


    　霞は首を打ち振るった。ポニテの先をぶんぶんと振りたくる。


    「はい。皆様。挙きよ手しゆ」


    　聖せい羅らの声を合図にして、部室のあちこちで手が挙あがる。


    「はい。ＬＯＶＥ。ＬＯＶＥ。ＬＯＶＥ。ＬＯＶＥ。ＬＩＫＥ。──賛成四。反対一によって可か決けつされました」


    　評ひよう決けつを告つげる聖羅の声が、どこか楽しげに聞こえる。


    　ちなみに反対の一票を投とうじたのはジンジンだった。


    「え？　あれ？　──てゆーことは？　こてさしゅさんは？」


    　霞は小こ手て指さしさんへと顔を向けた。なんで小手指さんが賛成票を……？


    「私は現実から目を背そむけるほど愚おろかな女じゃないですよ。ずっと昔から四しノの宮みや先せん輩ぱいのことをライバル視ししていましたよね」


    「えっ？　ライバル？　えっ？　えーと、それって、つまり、どういう……？」


    「ですから、つきあってみたらいいんじゃないですか？　ためしに」


    「えっ？　ええーっ!!」


    　霞かすみはうろたえた。なにを言っているのかゴメンまったくわからない。


    「なんでなんでどうしてなんで？　だって小こ手て指さしさんはケンケンのことが好きで──」


    「──恋と愛とは違うものなんです。英語で言うとどちらもＬＯＶＥになっちゃうんですけど」


    　目を軽く閉とじ、胸むな元もとに手をあてて、小手指さんは夢見るように語かたりはじめる。


    「健けん太た君は私がどんなことになっても嫌きらわずにいてくれました。ですから私も健太君がどんなことになっても愛しつづけます。たとえば健太君が誰かとおつきあいしていたとしても、です」


    「だからね。聞いて。ためしに誰でもいいっていうなら、小手指さんとつきあえばいいんじゃないの？　ねえそうだよね？　それで全部まるく収おさまるよね？　あたし間違ってないよね？」


    「俺おれが一番イジワルしたくなるのはおまえなんだけど。カスミ」


    「うるさい！　ケンケンはいまちょっと黙だまってて!!」


    　霞はケンケンを叱しかりつけた。ケンケンはいまカンケーない。


    「どうせ健太君は最後には私のところに帰ってくるんですから。途と中ちゆう経けい過かなんてどうだっていいです。てゆうか。四しノの宮みや先せん輩ぱい。とっととつきあって、とっととフラれてくれたほうが、いろいろと都つ合ごうがいいんです。どうせすぐにフラれるんですから」


    　小手指さんは断定した。迷まよいの一つもない顔で確定された事実のようにそう言いきった。


    　驚おどろくを通り越して、霞は呆あきれていた。前々からＨＰの桁けたが多いとは思っていたけど……。まさか無む限げん大だいだったとは。


    「待ってよ。ねえ待ってってば。だからなんであたしとケンケンがつきあう話になってるの？」


    「じゃあつきあわないんですか？」


    「あうっ？」


    　小手指さんに真ま顔がおで訊きかれると、霞は言葉に詰つまった。横でおとなしくしているケンケンに顔を向ける。「黙ってて」と言ったものだから、ケンケンはこれまで黙って待っていた。


    「……だめか？」


    　捨すてられる子犬のような顔で、そう訊かれると──。霞は──。


    「あーもう！」


    　勢いきおいで──。勢いにまかせて──。考えるのをやめて──。口から言葉が出るに任まかせた。


    「じゃ、じゃあ……、つ、つきあって……みるっ？」


    「おう！」


    「ためしにだからね！　ちょっとだからね！　ほんとにつきあうんじゃないんだからね！」


    「やったー！　やーりー!!」


    「あたしはべつにそんなことぜんぜん思ってないけど、ケンケンがどうしてもっていうから仕方なくなんだからね！　──ねえちょっと!!　そこんとこ!!　わかってるの!?　大事だよ!?」


    　霞は大きな声で叫さけんだ。しかしケンケンはぜんぜん聞いちゃいないようだった。
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    高校受験
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    「ところで最近ふと思ったのですが」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　めずらしくジンジンがオピニオンリーダーとなっていた。ちなみにオピニオンリーダーというのは、ＧグツＪジヨ部ぶ用語で、「話題をはじめる者」というあたりの意味。


    「先せん輩ぱい方がたは、受験勉強とか、しなくていいんですか？」


    「ん？　あたしたち？」


    「もうこんな時期ですから」


    　と、ジンジンは壁かべにかかったカレンダーに目をやった。今年のカレンダーは残すところあと一枚。十一月がこのあいだ破やぶられて、最後の十二月となっていた。


    「勉強とかされているところ。見たことがないもので」


    「べつにそんな困こまるほど成績悪くないし。ねえセラちゃん。ジルちゃんも」


    　聖せい羅らが横がけにしている狐きつね面めんと、ホワイトボードの中のクマさんの可愛かわいらしいイラストとが、こくこくとうなずきを返してくる。


    「それにあたしたち、推すい薦せんにするしー」


    「ああ。なるほど」


    　ジンジンはようやく納なつ得とくする顔になった。この時期にのんびりしていることもうなずける。


    「もう行く学校は決まっているんですか？」


    「地元だよ。あたしたち、みんな、おんなじところに行くよ」


    「わたくしたち。べつに示しめし合わせたわけではないのですけど。この前相談しましたら、たまたま皆の第一志望が同じになっておりましたの」


    『わたし。ほかに行くつもりなんてないもん。姉さんの卒業した学校に通わなきゃ』


    「やはりあそこでしたか。自由な校風がいいですよね」


    「でしょでしょ。あとやっぱり歩いていけるってのが、いいよねー。クラスのなかには電車で何十分って遠いガッコを目指している子もいてさー。毎朝、電車に乗るとか、ぜんぜん想像つかないよねー」


    「わたくしは……、ちょっと電車通学に憧あこがれますけど」


    「森もりさんが許ゆるしてくれないでしょ。あの黒い大きな車で送り迎えされちゃうよー」


    「ですわよね」


    　聖羅はため息をついた。


    「ところでさぁー……」


    　霞かすみは言った。話に加わろうとせず、ずっとそっぽを向いているケンケンに、流し目を送る。


    「なによケンケン？　……静かじゃーん？」


    「べつに」


    　霞かすみに顔を覗のぞきこまれると、ケンケンはぐいっと顔をひねって、またあさってのほうに顔を向けてしまった。


    「健けん太たはちょっと成績的にアレでして……。仮かりに先せん輩ぱい方がたの学校を目指すのだとすると、現状だとだいぶ厳きびしいんですよね」


    「めざさねーって」


    「なんだケンケン。それでむくれているんだーっ」


    「むくれてねえって」


    　ケンケンはまた顔を違う角度に振り向けた。その横顔を、小こ手て指さしさんがじっと見つめる。


    「健太君。私。教えるのが上じよう手ずだって言われているの」


    「………」


    「健太君。できないことを人に頼むのって、恥はじじゃないと思う」


    「……たのむ」


    「まだ一年以上もあるんですもの。楽らく勝しようよ。偏へん差さ値ちなんて六十もあればいいんでしょ？」


    「ろ、ろくじゅう……」


    　ケンケンは途と方ほうに暮くれたような目になっていた。


    「僕も勉強会には加わりますよ。復習したいところもありますし」


    「うそばっかり」


    　小手指さんは、じろりと、ジンジンをにらんだ。


    「それはここでやるのですか？」


    　いつのまにか小こ森もりさんがサスペンドから戻っていて、皆の話に耳を傾かたむけていた。


    「そうですね」


    　ジンジンがうなずいた。


    「──わざわざ他ほかの場所でたとえば二人っきりになって行おこなう理由はこれっぽっちもないですよね。そうですよ。──ね。小手指さん」


    「白しら々じらしい」


    「ではそのときにはお茶を淹いれます」


    「ちょちょ──。あたしだって教えられるよ？　そう！　数学とかっ！　と、とくいだしっ！」


    「僕は四しノの宮みや先輩はもっとも教えることに向いていない人じん種しゆだと思うんですよね」


    「でしょうね」


    「だな」


    「ちょっ！　そこっ!?　一致団結なのーっ!?」


    　世間的には受験シーズン真っただなかであっても、ＧグツＪジヨ部ぶの空気は、いつも通りだった。
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    でーと？
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    　とある日曜日。とあるショッピングモールの雑ざつ踏とうの中。


    「よし！　きちんとＧグツＪジヨ部ぶ時間にやってきたねっ！」


    　キャップを逆さかさまにかぶった赤いパーカーの男の子の姿を、待ち合わせ場所に見つけて、霞かすみは声をかけた。


    「──ケンケンもＧＪ部魂だましいが身についてきたねっ」


    　霞はケンケンの背中をばしばし叩たたいた。褒ほめてつかわした。


    　こいつ。絶対遅ち刻こくするやつだと思っていた。女の子を待たせるやつだと思っていた。そしたら違った。先に来ていた。ちょっぴり見直した。


    　今日は二人で〝でーと？〟をすることになっていた。


    　いま二人は、仮かりにとはいえ〝つきあって〟いるわけで──。そうした場合、日曜とかは二人でどっかに遊びに出かけたりするのではあるまいか？　──いいや。そのはず。〝でーと？〟とかそーゆーのをするはずだ。二人で考えた結果、そうした結論に至いたった。その〝でーと？〟とやらを敢かん行こうするべく、いまこの場所にやってきたわけだった。


    　待ち合わせ場所は、一階のコーヒーショップとアイスの店の真ん中あたりのベンチのところ。


    　時刻は午前十時。ただしＧＪ部時間で。〝ＧＪ部時間〟で午前十時だから、それは世間一般的にいえば、八時から十二時までの四時間の範はん囲いを含ふくんでいる。


    　現在時刻は、ちょうど正しよう午ご。つまりは、ぴったりだ。


    「あたしケンケンがＧＪ部時間のこと忘れて二時間早く来ちゃってベソかいているかと思った」


    「するかよ」


    　ケンケンはぷいっとそっぽを向いてから、なにかを思いついたように、顔を戻してきた。


    「──まえに四時間も待ってて全ぜん泣なきしてたの、おまえじゃん」


    「う……、な、泣いてないもん！」


    「じゃあ半泣き」


    「半分だって泣いてないもん」


    「じゃあガン泣き」


    「増ふえた！　いま増えてないそれ!?　ガン泣きって全泣きよりそれ増えちゃってるよ!?」


    　お腹なかを折おるようにして、ひとしきり笑いあってから──。霞は目の端はしの涙をぬぐって、ケンケンを正しよう面めんから見た。


    「だけどね。ケンケン。ひとつ言うけど。そのカッコは失しつ格かくです」


    「えー？　なんでー？」


    　ケンケンは自分の格かつ好こうを上から下まで見つめた。わけがわからないという顔をする。


    「遊ぶんだろ？　動きやすいカッコで、いーじゃん」


    　ケンケンの服装は、普通に遊びにいくときのカッコ。そういや去年のセラちゃんとこのクリスマスパーティーにもパーカーを着て来てたっけ。こいつ。


    「ダメダメ。もっとおめかししてこないと。──ほらこんなふうにっ」


    　霞かすみは爪つま先さきを軸じくに、くるっとその場ばでターンした。


    　森もりさんじゃなくて小こ森もりさんでもないけれど、くるりん、と回ってみせた。


    　決めるのに一時間もかかった本日の服装は、ふわふわのシフォンワンピースにショートジャケット。ふわふわと花みたいに広がって、レースがくるくる回って軌跡を描く。


    　思わず「くるりん」と回っちゃったけど。


    　目の前にいるケンケンが、「ほへー」と馬ば鹿か面づらさらして見つめてきていることに気がついて、霞は急に恥はずかしさを覚おぼえた。


    「なに見てんのよバカケンケン」


    　スカートの裾すそを手で押さえつつ、じっとりとした視線をケンケンに向ける。


    　そういえばこいつ。「くるりん」がわかるようになっていたんだっけ。あぶない。あぶない。


    「おめーが回ったんだろ」


    「あたしはべつに回りたくなかったんだけど、ケンケンがどうしてもっていうから仕方なく回ったんだからね」


    「いや。言ってねえって。俺おれ」


    　そこでまた、ひとしきり笑う。


    「じゃ。どっか行く？　どこへ行く？」


    　霞はそう聞いた。〝でーと？〟とか言ってって、べつに特別なことやるわけではなくて──。お店とか覗のぞいて、うろうろ歩き回って──そういうことをするだけだ。


    　簡単じゃーん。楽らく勝しようじゃーん。


    「あっ。──俺俺俺。二階のはしっこのゲーム屋に行きてーんだ！」


    「ちょっと待てい」


    　走りかけたケンケンの首くび根ねっこを、霞はがっしりと手で摑つかんだ。


    「あんた。ばか？　今日はね。〝でーと？〟──なんだよ？　俺俺俺は禁止。女の子置いて駆かけ出すのとか、もっと禁止。超禁止」


    「えー？」


    「えー、じゃない」


    「あと、女の子の行きたいところ優ゆう先せんしないとか。女の子の行きたいところに行って退たい屈くつそうな顔をしているとか。──そんなことしたら銃じゆう殺さつだかんね」


    「俺生きて帰れる自信がねえ……」


    　日曜のショッピングモールの、人のたくさんいる場所を、二人は並んで歩きはじめた。
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    お休みの日
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　ただし今日の部室にいるのは、部員が五人と、童どう女じよが一人きり。


    　十二畳じょう敷じきのコタツ完かん備びストーブ完備の広々とした部室は、五人プラス一童女で使うには、ちょっとばかり広すぎる気がしてならない。


    　今日は霞かすみとケンケンはお休みだった。二人が〝付き合う〟ないしは〝つきあう〟ようになって、二人が不在となる日が、こうして週に一回はやってくる。ちなみに男だん子し二名は〝付き合う〟と漢字で書く側がわ。女じよ子し五名と童女一人は〝つきあう〟と、ひらがなで書く側。


    　ストーブの上にのせられたヤカンが、しゅんしゅんと蒸じよう気きを噴ふいている。その音がやけに大きく感じられる。


    「ねえ。ジンジン。ちょっと退たい屈くつな感じかしら」


    　頰ほお杖づえをついて窓まどの外そとを横顔で眺ながめつつ、聖せい羅らは言った。


    「はあ。そうですか」


    「なにか面白いことをやってくださる？」


    　さも当然のように聖羅はそう言った。


    「ちょ──。天あま使つか先せん輩ぱい。なにいきなり変なことを言い出してくるんですか。だいたい面白いことって、なんですか」


    「さあ……？　たとえば凄すごく面白いダジャレを言ってくださるとか。不思議な踊おどりを踊ってくださるとか」


    「勘かん弁べんしてくださいよ」


    「あと十ですわ」


    「やめましょう。そのなんだか危き険けんなカウントダウン」


    「霞さんがいらっしゃらないから。部長的なことをやってみただけですわ」


    　聖羅はまた頰杖に戻って、つまらなさそうにそう言った。


    「そんな部長、いませんよ。横おう暴ぼうすぎますよ」


    「そうかしら。ＧグツＪジヨ部ぶの部長職しよくというものは、代だい々だい、このようなものだったそうですわよ」


    「そんな無む茶ちやな」


    『第一回！　ジンジンに無茶させる選手けーん♪　どんどんぱふぱふ～♪』


    「うわぁ。ジル先輩まで壊こわれたぁ！」


    『てへっ♡　霞ちゃんがいないから。代だい理りです』


    「代理しなくていいですから」


    『ジンジン君。ノリ悪いねー。ケンケンだったら、そこでノリノリだよー』


    「俺おれ俺俺。ってやればいいんでしょうか？」


    『やってみて』


    「えーと……。俺俺俺。えへへー。ジル～。うなじ～。うなじ～」


    『ごめん。それすごくキモい』


    「えーっ……？」


    　ジンジンはがっくりとうなだれた。


    「自じ称しよう〝親友〟の観かん察さつ眼がんなんて、そんなものですのね。いったいケンケンのどこを見ていたのかしら」


    「皆さんお茶をどうぞ」


    　そこで小こ森もりさんがやってくる。


    　最初の聖せい羅らの言葉があって、状じよう況きようが開始されたあたりから、小森さんはお茶の準備に取りかかっていた。ジンジンが煮にえ切ってぐたぐだになる丁ちよう度どいいタイミングで、お茶が出てくる。


    「なんか言ってくださいよ～。──トモちゃん」


    「トモちゃんではなく。小森です」


    「ああっ。正ただされたっ」


    　その愛あい称しようはケンケン専せん用よう。ケンケン代だい理りでも許ゆるされるものではないらしい。


    「そういえば四しノの宮みや先せん輩ぱいって、あいかわらず〝こもりん〟って呼んでは、毎回、正されていますよね。あれって気づいていないんでしょうか。それともわざとやっているんでしょうか」


    「慣なれましたから平気です」


    「いえ慣れの問題ではなくて……、正されているという認にん識しきが四ノ宮先輩にあるかどうかという話なんですが」


    「うふふふふ……」


    　聖羅が含ふくみ笑いを洩もらした。霞かすみのこととなると、聖羅はちょっと雰ふん囲い気きがかわる。


    「わたくしの霞を舐なめていらっしゃいますわね。あれは素すでやっているに決まっております」


    「ええと。それでは──。挙きよ手しゆ願います」


    　ずびっと、五本の腕うでが挙あがる。蛍ほたるちゃんがキョロキョロと皆を見回して、「わたしもー」と同じように手を挙げて六本になる。


    「全員一致ですね。賛成票六ですね。わざわざ採さい決けつした意味がないですね」


    　皆で小森さんの紅茶を楽しむ。


    「ふう……。なんだか退たい屈くつな感じですわね」


    　聖羅のその言葉によって、ジンジンは短い休きゆう憩けい時間が終わったことを知った。


    「ジンジン。なにか面白いことをやってくださるかしら？」


    「そこに戻ってくるんですね」


    　霞とケンケンの二人が不在のＧグツＪジヨ部ぶの一日は、こうして過ぎていった。
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    おこづかい
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    「おまえってさー。けっこうおこづかい、持ってるよなー」


    「うん？　なに、ケンケン？」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　不意にケンケンに言われた霞かすみは、口にくわえたポッキーを揺ゆらしたままで視線を返した。


    「けっこうお菓か子しとか買ってるじゃん」


    「あー。──なに？　ほしいの？」


    　一本を差しだすとケンケンは首を横に振ってきた。


    　げ。まさかポッキーゲーム的なコトをしろだとか？


    　──などと、キケンなことを一瞬考えてしまった霞であるが、霞の心しん中ちゆうとは関かかわりなく、ケンケンはまったく普通に訊きいてくる。


    「マンガ雑誌も買ってきてくれるじゃん」


    「それはケンケンが自分で買わずにたかってくるからだよね」


    「おまえんち。おこづかい。多いんだなー。いいなー」


    「そんなでもないよ？　ふつーだよ？」


    　と、霞は周囲を見回した。


    　聖せい羅ら、ジル、ジンジン、小こ森もりさん、小こ手て指さしさん──あたりの顔に、順々に視線を向けてゆく。


    　おこづかい平へい均きん額がくの算さん出しゆつには、あまり役に立ちそうにない面めん々めんの顔が並んでいる。


    「セラちゃんとこって、おこづかいとかは……」


    「お役に立てなくてもうしわけありませんわ」


    　聖羅は首をゆっくりと横に振って返してきた。


    　そもそも聖羅は、しばらく前までお金を持ったことがなかった派は。それでどうやってお菓子やジュースを買っていたのかというと、コンビニのレジで、すちゃっとカッコよく取り出してくるのだ。魔ま法ほうのカードを。


    「ジルちゃんはお姉さんの新聞配達、手伝っているんだよね」


    『最近は、朝刊、配くばっているよー』


    　ジルは腕うでをめくって「力こぶる」のポーズをした。


    「ジンジンってよくライトノベル、大人おとな買いしてるけど、その財ざい源げんって？」


    「うちの道どう場じようで夜の部で子供たちに教えることがありまして。いちおう準じゆん師し範はんの肩かた書がきですし」


    「うわっ！　お給料でてた！」


    「いえ。あくまで家の手伝いでおこづかいという名めい目もくです。労働基準法で中学生以下の児童は午後八時以降に働いちゃいけないことになっていますから」


    「こいつら全員ブルジョワだっ！　参考にならないよ！　ケンケンどうしようどうする？」


    「だから俺おれにしてみると、おまえもその〝ぶるじょわ〟とかに見えるんだけど」


    「だからあたし、ふつーだって」


    「なー。こてさしゅ。おまえはいくらだー？」


    「私？　私は基本的にゼロだけど。でもお年玉が多いから。それを貯ためて、計画的に使っているわ」


    「ほらこてさしゅさんも、そっち側がわだ。なんでうちって平へい均きん値ちの人間がいないんだろね」


    「そっち側ってなんですか？　どっち側ですか？」


    「だからおまえはいくらなんだよ。秘密にしてないで、言えよ、白はく状じようしろよー」


    「しょうがないなぁ……」


    　霞かすみはケンケンの顔の横に口くち許もとを寄せて、こしょこしょと耳打ちした。


    「そんだけ？」


    　ケンケンが霞から聞かされたのは、わりと普通の額がく。ケンケンは意外そうな顔を返した。


    「そだよ。言ったじゃん」


    「うっそだー。おまえ。お菓か子しとか、買いまくってるじゃん」


    「それはケンケンがたかってくるからだよね」


    「肉まん買うときにも迷まよいがねーし。こんどカラオケ行こうとか、このまえ、おまえ──」


    「あっ──それは」


    　霞は言った。


    　ケンケンもすぐに気づいて口をつぐむ。


    　その話題は、部室では、話しにくい話題のほうだ。週一くらいでやっている二人だけの〝活動〟のほうだ。〝ケンケンがどうしてもっていうから仕方のないお試ためしのおつきあい〟であるところの、そっちの話題。


    「……本当のこと教えろよ」


    「ほんとだってば。おかーさんから貰もらっているの、それだけだってばー。……あ。でもお兄ちゃんからも、もらっているけど」


    「なにそれ？　なんで兄キから、こづかいもらえんの？」


    「ふつー、もらわない？　もらうっていうよりは……徴ちよう収しゆう？　四しノの宮みや家けだと、お兄ちゃんのおこづかいの三十パーセントくらい、霞のおこづかいになるよ？　消費税だとか、なにかそんなふーなカンジ？　お兄ちゃん税？」


    「ねーよ。普通じゃねーよ。くれねーよ。ヘッドロックとキャメルクラッチとエビ固がためとコブラツイストなら、くれるけどなー」


    「そっちは普通もらわないって」


    　本日の全員[image: ]そろった部活動は、おこづかいの話で終しゆう始しした。

  


  [image: ]


  
    手を繋ぐ？
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    「あたしはべつにそんなことぜんぜん思ってないけど、ケンケンがどうしてもっていうから仕方なくなんだからね！」


    「おまえいつもそればっかなー」


    「だって！」


    　いつもの言いあい。いつものたわいないやりとり。


    　今日の二人は、学校帰りに言いあいをやっていた。帰り道の途と中ちゆうでも、なにかのきっかけで立ち止どまって、すっかりお馴な染じみとなったいつものやりとりを始めてしまう。


    　霞かすみが声こわ高だかに主張するのは、「つきあう」ということに関して。〝あたしはべつにつきあいたいだなんて思っていないけど、ケンケンがどうしてもつきあってくれっていうから仕方なくなんだからね！〟──というのが、霞の言わんとしていることの全文だ。


    「なーなー。俺おれら、もう、けっこう経たつけど──」


    「流した！」


    「──毎日毎日、言われてたら、いーかげん流すだろ」


    「……で、なによ？　けっこう経つけど……、なんなの？」


    「なーなー。〝付き合う〟って、こーゆーのでいいんか？」


    「なに？　なんなのよ？　学校の行き帰りだって、こうやって一緒にやってるし。週に一日は部活お休みにして一緒に遊んでいるじゃん。なにが不満だってゆーのっ!?」


    「だから、よくわかんねーんだってば。いつもとほとんど変わらねーじゃん？　二人でやってるか、みんなでやってるかの違いだけじゃん？」


    「そ、そんなこと言われても……」


    　歩道の真ん中で立ち止まって話しこんでいると──。


    　部活帰りの生徒が二人ほどやってきた。その影かげが近づいてくる。


    　女の子が一人に、男の子が一人。──その二人は、左右に分かれて霞たちを通り抜けていってから、ごく自然に合ごう流りゆうして、二つで一つのシルエットへと戻った。


    「くっついたっ！」


    「いまの。手え──つないでたぞ」


    　霞とケンケンは、びっくりしてカップルを見送った。


    　一緒に行き帰りするだけじゃなかった！　影が一つになってた！　手を繫つないでた！


    「つ、つ、つ……、つきあうと、や、や、や、やっぱり……、手とか繫いじゃうのかなっ？」


    「いまの二人はそうなんじゃねえかな」


    　カップルが消えた先を、ケンケンはまだ、じーっと見つめている。


    　顎あごに手をあてて考えこむ仕し草ぐさ。マフラーに口くち許もとを埋うずめて、上半分しか見えないその顔が、なんとなくケンケンらしくない。


    　霞かすみはケンケンのいろいろな顔を知っている。特とく撮さつモノや少年マンガで「カッケー」って叫さけんでいたり、新しいイタズラを思いついて悪わる巧だくみしていたり、「俺おれ俺俺俺」と鼻はなの穴あなをおっぴろげて俺語がたりに夢中になっているとか、そーゆー顔ならたくさん知っているけど。


    　これは霞のまったく知らない顔。考えこむ顔っていうのは、これまで見たことがない。ケンケンが考えこむことなんて、これまで、一度としてあっただろうか？　──いいや。ない。


    　だから見たことがないのも当然だ。なに考えてるのか、正直、わかんない。兄が時とき折おり見せる顔。そういうとき、霞は、兄を蹴けったり踏ふんだり、膝ひざの上に座りにいったりベッドを占せん領りようしたりして、いつもの馴な染じみのある顔に戻すのだが──。しかし〝仮かり〟にとはいえ〝おつきあい〟続ぞつ行こう中ちゆうの男だん子しに対しては、いったい、どうしたらよいものか？


    「じ、じ、じ……、じゃあ……、つ、つ、つ、つないで……、みるっ？」


    「え？　なにを？」


    「なにを……って？　ばかっ！　手ぇ!!」


    「ああ。そっか」


    「べつに繫つなぎたくないっていうなら！　いいんだから！　一人で帰ればいいでしょー!!」


    　霞はどすどすと道を進んだ。


    　こっちが手を繫いであげるかどうか真しん剣けんに考えていたときに、あっちは違うこと考えていた。


    　──失礼なっ!!　──だからなに考えてるのかわかんないんだってば!!


    「待てよ。おい待てって。手を繫いで帰るの、やるんだろー？」


    　ケンケンが追いついてくる。悪わる気ぎのかけらもない顔で隣となりに並ぶ。


    「あたしはべつにそんなことぜんぜん思ってないけど、ケンケンがどうしてもっていうから仕方なくなんだからね！」


    「おまえいっつも、そればっかなー。──ほらっ」


    「きゃっ」


    　急に手を握にぎられて、女の子みたいに悲ひ鳴めいをあげてしまった。──女の子だけど。


    「なんだよ？　だめなのか？」


    「だめじゃ……、ないけど……」


    　男の子の手は、大きくて固かたくって、そして暖かかった。そのことをひどく意識させられながら、霞は歩いた。うつむいて無む言ごんになって、早はや足あしになって、てくてくと歩く。


    　鏡かがみに映うつしてみなくても自分の顔が確信できる。これぜったい赤くなっている。


    　すぐ隣にいるケンケンにバレませんように──そう願いながら、夕日に照らされる冬の道を、霞は歩いた。


    　道の先に伸びる二人のシルエットは、ひとつに繫がっていた。
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    ジンジンの奥義
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    「奥おう義ぎ！　ワカメの踊おどり！」


    　いつもの放課後。二人欠かけていて、いつもより広く感じられてしまう部室。


    　ジンジンは両りよう腕うでをまっすぐに上にあげて、ふよふよと不思議な踊りを踊った。


    　海の中で波に揺ゆらされるワカメからインスパイアを得えた踊りである。


    「いまいちですわね」


    　聖せい羅らは頰ほお杖づえをついて、そう言った。


    「では。奥義！　ひとりボケひとりツッコミ！」


    　ジンジンは、おほん──と咳せき払ばらいをひとつしてから、おもむろに口を開ひらいた。


    「隣となりの家に塀へいができたらしいよ！」「へ～」「落ちてないやん！」


    　ひとりでボケて、ひとりで突っこむ。どしゅっと、ひとりチョップがおでこに炸さく裂れつする。


    「いまひとつですわね」


    「では。奥義！　ふおぉーーーーっ!!　燃もえあがれ！　俺おれのＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいィッ!!　変！　身！　スマホ番長っ!!」


    　左手をあげ、右手をあげ、体全体でＶの字を作る。目をグルグルとさせて、スマホとガラケーと百円の電でん卓たくを取り出してきて、上じよう腕わん部ぶと前ぜん膊はく部ぶと胸むな元もとに装そう着ちやく。最後にだっさい柄がらのバンダナを額ひたいにハチマキのように巻きつける。


    「ジルさんこれはどうかしら」


    『う～ん……。六〇点かなっ』


    　話を振られたジルは、ホワイトボードに点数を描いた。数字の「六」と「〇」とを、ホッキョクグマさんとキタキツネさんとが、それぞれの爪つめでかりかりと引っ搔かいている。


    「いつも思っていましたけど──」


    　小こ手て指さしさんが耐たえかねた顔でつぶやいた。


    「──ジェラルディン先せん輩ぱいは周す防おう君にいつも甘あまいです。こんなのザブトンでいったらマイナス十枚くらいですよ。だいたいなんですかスマホ番長っていうの。わけわかんない」


    『六〇点は、ぜんぶ努ど力りよく点てんだよー』


    　ニコニコと笑顔でジルは言った。


    「ああ。ええまあ……。努力は認めますけど」


    　小手指さんは渋しぶい顔になって、うなずいた。


    「まさか周防君がここまでやれるなんて……。私も思ってはいませんでした。こういうことは死んでもやらないスカし系だと思っていましたから」


    　小手指さんは愛用の戦せん艦かん湯ゆ飲のみを手の中に収おさめて、紅茶をすすった。


    　聖せい羅らもティーカップを傾かたむけて、一口、紅茶を飲んでから、ジルに顔を向ける。


    「ジルさんの意見ですけど──。つまり、まったく一いつ切さいなにひとつ全然面白くはないと。そういうことで、よろしいのかしら？」


    『努ど力りよく点てんが六〇点だよー』


    「ですってよ。──ジンジン」


    「とほほ」


    　ジンジンはがっくりとくずおれた。


    「おつかれさまです。紅茶をどうぞ」


    　グラスに注そそがれたアイスティーを持って小こ森もりさんが立っている。


    　それを受け取る前に、ジンジンは、もう一発──やらかすことにした。


    「おっす！　ありがとーだぜ！　トモちゃん！」


    「いえ」


    　小森さんは背中を向けて帰ってゆく。


    「訂てい正せいされなかった!?　──おっし!!」


    　全身でガッツポーズ。


    「そこ喜よろこぶところなのかしら。呆あきれて正ただす気にもならなかったとか？　──ねえ小森？」


    「ご想像におまかせします」


    　小こ手て指さしさんがコタツから出た。私し物ぶつを収おさめてある自分のロッカーに向かう。


    　タオルを一枚取り出して、戻ってくると──。


    「はい。タオル」


    「え？」


    　差し出された花はな柄がらのタオルを、ジンジンはびっくりして見つめた。


    「汗あせ。拭ふきなさいって言ってるの」


    　言われてジンジンは気がついた。自分は汗まみれになってしまっている。


    「は。はあ。……まあたしかに汗まみれになるとか、僕のキャラじゃないですよね」


    「そうよ。男の子の汗できゅんとさせるとか。貴方あなたそういうキャラじゃないわよね」


    『きゅんってなったの？　──小手指さん？』


    　ジルが言う。小手指さんはしまったという顔になる。


    「六一点」


    「は？　なんでしょう？　天あま使つか先せん輩ぱい？」


    　聖羅が急につぶやいたので、ジンジンは聞き返した。


    「さっきの芸げいの点数には六一点をつけてさしあげます。ジルさんよりも一点多いですわ」


    「はぁ」


    　ジンジンはわけがわからず、とりあえず花柄のタオルで汗を拭いていた。ふきふき。
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    チョココロネ
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　今日は霞かすみたちが部活に来ていて、七人と童どう女じよと、全員が部室に[image: ]そろっている日──。


    「チョココロネって、あるじゃない」


    　霞がぼんやりとつぶやいた。


    「菓か子しパンのあれですか？」


    「そう。あれ」


    　正解したジンジンが、キノコとタケノコを二個ずつもらえた。


    「このあいだテレビでチョココロネの歌をやってたのね。どっちから食べる？　頭？　シッポ？　──って、そーゆー歌だったんだけど」


    「はい。なるほど。……それで？」


    　体ごと向けて訊きいてくるジンジンに、霞は妙みような目を返した。


    　いつもならこの手の話題は、視線赤せき外がい線せん通信の譲ゆずりあいの結果、ババ引いちゃって、お義ぎ理りで仕方なくなんですよね──てな雰ふん囲い気きを漂ただよわせて聞いてくるのが、ジンジンというスカし系中学生なのだが。


    　今日はなんだか興きょう味み津しん々しん。がっぷりと四つに組むように、関心を向けてくる。


    「どしたのジンジン？　なに？　お菓子もっと欲しいの？」


    「いえ。四しノの宮みや先せん輩ぱいがいらっしゃると。僕は楽らくできていいなぁ。と考えていまして」


    「わけわかんないよ？」


    「それでコロネがどうしましたか？　そのことのほうがいまは遙はるかに重要です」


    「ああ。うん……。あれってどっちが頭だと思うシッポだと思う？　どっちから食べる？」


    「形は知ってますし見たこともありますが。買って食べたことは……あったかなぁ？」


    「ジンジン。しっかく。失しつ格かく。失格です」


    「失格してしまいました。──では次の方。どうぞ」


    「私ですか。……そうですね。コロネはクリームのもチョコのも、大きなほうから食べますね。頭のほうから。だってクリームがいっぱい入ってるじゃないですか」


    　次の人──小こ手て指さしさんが、意見を述のべる。


    「ばっかだなー。こてさしゅー。だからそっち、最後まで残しておくんじゃねーか。俺おれ。頭から食べるぜー」


    「え？　健けん太た君？　頭って……、だから、チョコのいっぱい入っているほうが頭よね？」


    「そっちシッポだろ？　頭っていったら、細いほうだろ」


    「え？　え？　え？」


    　小こ手て指さしさんは混こん乱らんしている。


    「──という歌だったわけね。人によって、どっちが頭で、どっちがシッポなのか違うんだよねー。面白いよねー。あと食べるときも、どっちからガブリといくか、ちがうんだよねー」


    「哲てつ学がくにおける鯛たい焼やき問題と似ていますね」


    「ジンジン。そこ哲学関係ないでしょう。この子ってばすぐに小こ難むずかしく言うのだから。──それで鯛焼き問題ってなんですの？」


    「鯛焼きに関しても、頭から食べるかシッポから食べるかで、二に大だい派は閥ばつがあるそうです」


    「うんそうだよね。でもその鯛焼き問題のほうは、頭とシッポは解決済ずみだよね。だけどチョココロネ問題のほうは、我われ々われＧグツＪジヨ部ぶによる解決を待っているよね」


    「なるほど。たしかにこれは我々ＧＪ部が解決しなければならない問題のようですね。全面的に賛成です」


    「そうね。ワカメ踊おどりするよりはましよね」


    　小手指さんが言う。そのつぶやきは、たぶんジンジン宛あて。


    「なに？　わかめって？」


    　霞かすみは聞いてみたが、首をゆるやかに振って返されるばかり。


    「そのチョココロネって……、どういったものですの？」


    　聖せい羅らが指先を小さく挙あげて訊きいてくる。


    「そっかセラちゃん知らないよね。えっとね……」


    『こういうのだよー』


    　ジルがホワイトボードに絵を描いた。じょーず。おいしそう。食べたくなるくらい。


    「ふわふわそうで……、それは……、きっと甘あまいものなんですのね……？」


    　いかにも食べたそうに、聖羅はじっと絵を見つめる。


    「森もりがいけないんですわ。菓か子しパンとかお菓子とか。禁止ですの。あとわたくしがお金を知らなかったことも、すべて森のせいですわ。ねえ──小こ森もり？　そこのところはどう思います？」


    　話を振られた小森さんは、顎あご先さきをふるふると小こ刻きざみに震ふるわせている。それは肯こう定ていなのか否定なのか。


    「そうだ。みんなで食べに行こうよ。チョココロネ！」


    　霞は立ち上がった。


    「──普通のコンビニだと全員分はちょっと売ってないよね。どこに行ったらたくさんあるかな。売ってるかなっ？」


    「スーパーで買い物中に見たことがあります」


    「やたっ。こもりん。案内してー！」


    　小森さんの背中を押して霞が歩きはじめる。それにつづいて皆もぞろぞろと立ち上がる。


    　今日の部活動は、チョココロネ問題検けん討とう委員会だった。まるでふだん通りのＧＪ部だった。
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    ジンジン＆小手指さん
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    　いつもの日曜。いつものファストフード店。


    　ジンジンと小こ手て指さしさんは、いつもの席に、いつものように差し向かいになって座っていた。


    　ジンジンの前にあるのはコーヒーだ。小手指さんの前にあるのはポテトがひとつ。一本一本、その細い指先でつまんでは、口へと運はこんでいる。


    「いいんですか？」


    　今日はずっと無む言ごんだった。その重たい沈ちん黙もくを破やぶって、ジンジンは問いかけた。


    「なにが？　──ポテトのこと？」


    　小手指さんは眉まゆをひそめた。


    「──なぜ貴方あなたに私の摂せつ取しゆカロリーの心配をしてもらわなきゃならないの？　……そりゃ。このあいだはそれで大変だったけど。貴方にも迷めい惑わくをかけたかもしれないけど」


    「いえ。カロリーの話ではなく──。健けん太たと四しノの宮みや先せん輩ぱいのことですけど」


    「だから。なにが？」


    　じろりと小手指さんは睨にらんできた。その人の殺せる威い力りよくの視線にも耐たい性せいがついてきて、最近ではジンジンは、なんということもなく受け流せてしまえる。


    　二人が〝付き合ってみる〟ということに対して、小手指さんが賛成してみせたことは、ジンジンにとってもひどく意外だった。血ぐらいみるかと思っていたが、まったくそんなこともなく、拍ひよう子し抜ぬけしたものだった。「小手指冴さえ子こ」という人物の心理モデルを、これまで自分の中に作りあげていたわけだが、それを改あらためる必要があるだろう。


    「どうせまた、変に小こ難むずかしいことを考えているんでしょう」


    「え？　いえそんなことはないですよ」


    「どうだか」


    　小手指さんは髪を払った。その仕し草ぐさがなんだか天あま使つか先輩に似ているなぁ、とか、ジンジンはその場ばにそぐわないことを考えた。


    「私もね。心しん中ちゆう穏おだやか……ってわけじゃないのよ」


    「そうでしょうね」


    　小手指さんがようやく心しん境きようを白はく状じようしてくれて、ジンジンはうなずいた。


    「だけどね。私は確かめなければならないの」


    「なにをですか？」


    「私の気持ち」


    「健太のことを好き……で、いいんですよね？」


    「好きよ」


    　顔をあげ、正しよう面めんから、視線を逸そらすことなく、小こ手て指さしさんは答えてきた。


    　そのまっすぐ過ぎる視線から、つい目をそらしたくなる。人生いつも斜ななめに構かまえてきた自分にとっては、ちょっとまぶしすぎる。


    「ＬＩＫＥじゃなくてＬＯＶＥなのはわかってる。でもそれが〝恋〟なのか〝愛〟なのか、それを確かめなければならないの」


    「あのときにもそんなことを言っていましたね。なにが違うんです？」


    「貴方あなたのその、余よ裕ゆう綽しやく々しやくとした態度よ」


    「はい？」


    「じゃあ私から質問を返すわ。──貴方はどうして健けん太た君と四しノの宮みや先せん輩ぱいが〝おつきあい〟していても平へい然ぜんとしていられるの？」


    「健太が誰とお付き合いしようと、僕と彼が〝友達〟であることに変わりはありませんから」


    「つまり貴方は、健太君が幸しあわせであればそれでいいわけよね」


    「そうともいえます」


    「健太君は、あんなに太ふとった私のことを見ても、なにひとつ変わらずに接せつしてくれた。綺き麗れいでなくてもよかった。うわべでも外がい見けんでもない本当の私をきちんと見ていてくれた。だから私は健太君のことを、もっともっと好きになったの。私は彼に同じ大きさの同じ気持ちを返したいの。カッコいい彼のことを自分専せん用ようで所しよ有ゆうしたがるのではなくて、彼がどんなことになっていても彼の幸せを願えるように──つまり〝愛〟したいの」


    「その〝愛〟と〝恋〟っていうものの違いが、僕にはいまひとつわからないのですが」


    「さすが持ってるやつは言うことが違うわね。貴方のそれは〝愛〟でしょう。奪うばうのが〝恋〟で与あたえるのが〝愛〟よ」


    「そうなんですか」


    「聞いたわよ。健太君よりもずっと強かったのに、何年も隠かくしていたなんて、相当なものよね」


    「いまは本当に引き分けなんですけどね」


    　ジンジンは肩かたをすくめてそう返した。小手指さんが入部するまえに二人は〝決けつ闘とう〟をしたことがある。結果は見事に引き分けだった。河原かわらでおたがい大だいの字になって動けなくなった。


    「それでもし自分の気持ちが〝愛〟ではなく〝恋〟のほうだとわかってしまったときには、どうするんですか？」


    「手に入れるわよ？　略りやく奪だつでもなんでもして」


    　ぺろり──と舌したなめずりをして、小手指さんは言った。それはたまたま口くち許もとについた塩しおを舐なめ取っただけなのだろうが、ジンジンにはちょっとばかり怖こわかった。


    「でもね……。健太君には幸せになってほしいのよ。四ノ宮先輩は健太君には絶対に合わない。その確信があるから、だから一度確かめてみればいいって言ったのよ……。大だい丈じよう夫ぶなのよ……」


    　小手指さんは祈いのるようにつぶやいた。
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    倦怠期っぽい？
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    「ねー。ケンケン……、なにか歌いなよー」


    　ソファーの上にごろりと寝ね転ころがって、天てん井じようを見ながら、霞かすみはそう言った。


    「もう電でん王おうから鎧がい武むまで一周したしなー。その前のやつって、俺おれ、よく知らないんだよなー」


    　リモコンを操そう作さしつつ、ケンケンが返してくる。


    「普通の歌でもいいよ。むしろ普通の歌のがいいよ」


    「もう持ち歌みんな終わっちゃったよ」


    「そっか」


    　ケンケンの背中に向けて、霞はそう言った。


    　とある平日の学校帰り──。


    　いつもなら部活動をやっている時間帯──。


    　霞とケンケンはカラオケ屋さんにやってきていた。週に一回は部活をお休みして、二人きりの時間を作るというのが取り決めだ。


    　本日のメニューは、なんと──カラオケ！


    　ケンケンはお小こ遣づかいが尽つきてしまったので、霞が出しゆつ資しした。〝四しノの宮みや家けお兄ちゃん税〟は有ゆう益えきに活用されている。


    　だが夢のカラオケ三ざん昧まいも、二人でやると、なんだか面白くないのだった。


    　すぐに順番が回ってきてしまう。どちらかが必ず歌っているから、会話もない。


    　そして回かい転てん率りつが良すぎるものだから、すぐに持ち歌が尽きてしまう。


    　よって二人は一時間も過ぎる頃には、歌を歌わずに、ソファーでごろごろするはめとなった。


    「あ──。そういえばここ。ソフトドリンク飲み放題なんだよね。──ケンケン頼まないと損そんだよ。なにか頼みなよ」


    　霞は身を起こして、ケンケンに言った。もう一個の長いソファーでうつぶせになっているケンケンは、足をぱたぱたさせて返してくる。


    「もう三杯も頼んだぞー。……あと。俺。なんかアレ。苦にが手て」


    　ケンケンが肩かた越ごしに振り向いて、怖こわ々ごわと壁かべ際ぎわにかかったインターフォンに目をやった。あれにかけると、高校生か大学生かそのあたりの大人おとなの人が出てくるのだ。どう喋しやべったらいいのかわかんなくなって、思わずへんな喋りかたになってしまう。


    「リモコンでも頼めるんじゃないかな？　頼めるはずだよ。どっかに書いてあるよ。──ほらここにあった」


    「だから俺。お腹なかいっぱいなんだってば」


    「だめだよケンケン。いつもみたいに調子に乗らなきゃ。俺俺俺。いっぱい飲めるぜー。とかバカやって逆ぎやく噴ふん射しやするくらいでなきゃ。お兄ちゃん牛乳十本飲めるって言ってたよ」


    「うそっ？　マジっ？　すっげー。カッケー」


    「ほら十杯目指さなきゃ」


    「でもここ牛乳ないよな。じゃあだめだよな」


    「そっか。だめだね」


    　しょーもない、じゃれあい的なやりとりも、不ふ発はつに終わってしまう。ＧグツＪジヨ部ぶの部活動だったら、こーゆーことから物もの事ごとが始まって、一時間ぐらいは終わったりしないのに。


    「なーなー」


    　ケンケンが、むくりと起き上がって言ってくる。


    「なによ？」


    「〝けんたいき〟って、こんなんかー？」


    「けんたいき？　なにそれ？　けんたいき……って、ええっ？　[image: ]けん怠たい期きっ!?」


    　霞かすみはがばりと起きあがった。


    「なっ！　なっ！　なっ！　なにいってるの！　ばかえっち！」


    「は？　なんだ？　えっちなのか？　〝けんたいき〟って？」


    「しらないよ。しるはずがないよ。ケンケンのほうが詳くわしいんじゃないの？　えっちいラノベいっぱい読んで勉強してたんでしょ。詳しいでしょハカセでしょ」


    「しらねーよ。だってラノベって、たいてい、付き合ったところで終わっちまうんだもん。その先なんて書いてねーよ。〝けんたいき〟なんて、とくに書いてねーよ」


    「な、な、な──なによ。その先ってなによ。まさかケンケンそーゆーことに興きょう味み出たとか出てきちゃったとか？」


    「付き合って二、三年すると、つまんなくなるのが、〝けんたいき〟ってものらしいぞー」


    「あたしたちそんな何年もつきあってないじゃない」


    　霞は指を折おって数かぞえていった。一本──。二本──。三本──。


    「まだ三週間だよ？」


    「だよなー」


    　ケンケンは腕うでを枕まくらにして、ごろりとソファーに寝ね転ころがった。


    　その時、突とつ然ぜん──。壁かべ際ぎわのインターフォンが鳴なり響ひびいた。霞はびっくりして飛びあがってしまった。慌あわててインターフォンに飛びついて──。


    「は、はいぃ。だ、だいじょうぶですっ。もう帰ります──あ、いえっ！　もう出ますからっ」


    　ケンケンではないが、霞もこれが苦にが手てだった。思いっきりよそ行きの声が出てしまう。


    「おまえ。いまの声どっからでてた？」


    「うっさい」


    　追い立てられるようにして、二人はカラオケ屋をあとにした。
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    クリスマスきたる①
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    「らんらんら～ん、らんらんら～ん、くーりーすーまーす♪」


    　クリスマスも近づいてきた、とある午後。いつもの広い部室。


    　霞かすみは鼻はな歌うたを歌いながら飾かざりを作っていた。色つきの折おり紙がみを細長く切って、輪わっかにしてノリで貼はりつけて、鎖くさりを作ってゆく。びしばしと鎖を連つらねていって、長～いものを作る。


    「おーい。カスミー。鎖はもうそんだけあればいいだろー。こっち手伝えよー。めんどっちいんだよー。この花ー」


    　部屋の反対側がわあたりからケンケンが言ってくる。


    　あっちで作っているのは花の飾りだ。自分で作った花の飾りのなかに、ケンケンは体を半分ほど埋うもれさせている。


    「ケンケン。この世にはね。二種類の人間がいるの。花をうまく作れる人と、作れない人だよ」


    「俺おれそれで言ったら苦にが手てなほうだと思うんだけど」


    「苦手でも作れるじゃない。じゃあ作ってよ」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいがやると不思議な物ぶつ体たいＸになっちゃいますからね」


    　折紙組のジンジンがそう言った。鶴つるだの船に乗ったやっこさんだの、はてはスライムまで、その魔ま法ほうの指先から生み出している。


    「あれ不思議だよねー。なんでだろうねー」


    「できたー！」


    　花の小こ山やまがばふっと壊こわれて、中から蛍ほたるちゃんが現あらわれた。びっくりした。埋まってた。


    「おー。上じよう手ずだなー。もう一個たのむー」


    　ケンケンに頭をなでくりとされて、蛍ちゃんは、にっこりと微ほほ笑えむ。


    「たのまれたー！」


    　ケンケンが二十個作るあいだに一個ぐらい作っている。しっかりと貢こう献けんしている。


    「クリスマスツリーを持ってまいりましたわ」


    　聖せい羅らの声とともに、部屋の入口が開ひらいた。


    　冷つめたい風が、ぴゅうと室内に吹きこんでくる。


    　コートを着た聖羅が外そとから帰ってきた。ジルと小こ森もりさんがその後うしろに続いている。力持ちのジルが一人で抱かかえ持っているのは、なんと──〝木〟であった。


    「うわっ!?　それ木ぃ!?　まさか本物っ!?」


    　霞が駆かけ寄る。


    「庭から一本抜いてまいりました。クリスマスが終わればまた植え戻しますのでご心配なく」


    「本物だったー！」


    「すっげー。かっけー！」


    　今年のＧグツＪジヨ部ぶのクリスマスツリーは、なんと本物。霞かすみはケンケンと二人で手を取りあって大おお喜よろこびした。


    「今年は霞さんたちがいらっしゃいませんから──。飾かざりつけだけでもこうして豪ごう華かにしないと、寂さびしくなってしまいますものね」


    「そうだよねー。そうだよねー」


    　うんうん、とうなずいていた霞は、途と中ちゆうで、あれ？　──っとなって、首を傾かしげた。


    「ん？　ん？　……いないって？　だれが？」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいと健けん太たですよ」


    　答えてきたのは聖せい羅らではなくてジンジンだ。


    　霞はジンジンにくるりと向いた。頭の上に「？」をいくつか浮かべて、問いを投なげかける。


    「なんで？」


    「健太君と二人で過ごすんですよね。──クリスマスは」


    　と、次にそう言ってきたのは小こ手て指さしさん。霞はまたくるりと振り返って、小手指さんに向いた。


    「えっ？　でもあの？」


    「僕たちに遠えん慮りよはしないでいいですよ」


    「そうですわ。水を差すような野や暮ぼな真ま似ねはしませんことよ。──ねえ。ジンジン」


    「なぜそこで僕に振りますか」


    『霞ちゃんはつきあっているんだから。ケンケンのこと。ひとりじめしていいんだよ』


    　顔をくるくると巡めぐらせていると、ジルのホワイトボードが目に入った。


    「あれっ？　あれっ？　あれっ？」


    　霞はきょときょとした。クリスマスにケンケンと過ごすことが、なにやら既き成せい事実になっちゃっている？


    　でも考えてみればそうかもしれない。


    　霞はいつものように今年のクリスマスもみんなで騒さわぐつもりでいたのだけど……。そっちのが不自然？


    　いまケンケンと〝つきあって〟いるわけで──。だから──。


    　そうっと、霞は、ケンケンのほうに目を向けた。


    　ケンケンもこっちを見ていて、目があった。


    　視線を重かさねて、確認しあって、そして霞は心を決めた。


    「うん。もちろんだよー！　──みんな気をつかってもらっちゃって、悪いねーっ！」


    　だけど飾り付けだけはしっかり手伝おう。


    　霞はそう思った。
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    クリスマスきたる②
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    　十二月二十四日。午後五時三十分。


    　場所は駅前。アーケードのはじまるところの柱はしら時ど計けいのあるとこ。


    　精せい一いつ杯ぱいおめかしをした格かつ好こうで霞かすみは立っていた。出掛けに兄が誰と会うのかしつこく訊たずねてくるから、延えん髄ずい切ぎりで黙だまらせてきた。


    「あ！　ケンケン！　こっちこっちー！」


    　待ち人の姿が人の向こうに見えたので、霞は手をばたばたと振った。


    「はえーよ」


    　やってきたケンケンは、開かい口こう一番、そんなことを言った。


    「えへへ」


    　霞は笑い返した。まーたしかに、待ち合わせはＧグツＪジヨ部ぶ時間で午後四時で、前後二時間の幅はばを取るから、つまりは、午後六時のことで──。三十分も早いけど。


    「一瞬気づかなかったよ。誰だよ」


    　霞の格好を上から下まで見ていって、ケンケンはまた言った。


    「えへへ」


    　霞は笑い返した。まー、たしかに、ちょっと気合い入り過ぎちゃったかも？


    「ケンケンも、今日はちゃんとしてきたね。よしよし」


    　今日はケンケンもパーカーなんて着ていない。


    「パズーに聞いたんだ。どんなカッコすりゃいーの、って」


    「そしたら？」


    「びっくりしてた」


    「あはは」


    　霞は笑った。ケンケンのお姉さんが、どんな顔をしているのか想像がついた。うちのおかーさんもそんな顔だった。おにーちゃんとおとーさんは、なにかを奪うばわれたようなしょぼくれた顔で、おかーさんは、びっくりはしていたが喜よろこんだ顔だった。


    「とりあえず歩く？」


    　二人で並んで道を歩きはじめる。どこで遊ぶかはもう決めてあって、ななな──なんと〝予約〟とかも入れちゃってあるけど！　それは七時からだった。二人して早く来てしまったものだから、時間は一時間以上も余あまってしまっている。


    　てくてくと前を見て歩いていると、急に手を握にぎられた。ひゃっと、一瞬あげかけた悲ひ鳴めいは喉のどの奥にのみこんで、平気な顔を作って歩く。


    　手を握って歩くことなんか、なにも、これが初めてじゃないわけだし──。


    「ＧグツＪジヨ部ぶのクリスマスパーティーって、六時からだっけ」


    　霞かすみはなんとなく気になってそう言った。


    「そだな」


    「もーすぐだよね。あと三十分。いまって、こもりんがとても素す早ばやく動いている頃かな」


    「そだな。いつもの三倍くらいの早さで動いているかもな」


    「今年はジンジンがなにか隠かくし芸げいやるんだっけ？」


    「なんかみんなで話してたな。なにやるのか。俺おれ。しらねーけど」


    「奥おう義ぎがどうとか言ってたよねー。気になるよねー」


    「あ。こっち右な」


    　ケンケンのエスコートに任せて連つれていかれる。心配しないでも〝ゲーム屋〟なんかには連れていかれないだろう。霞もそのくらいは信頼している。


    　十二月二十四日の夕方の街並みは、どこもかしこもクリスマス一いつ色しよくに染そまっていた。サンタの格かつ好こうをしたお姉さんが、声を張はりあげてケーキを売っている。


    　キラキラと色とりどりの灯あかりが点てん滅めつするアーケードを霞たちは歩いた。


    「プレゼント交こう換かんってさー。けっこう悩なやんじゃうよねー。曲が止とまったところで誰のところに行くか決まっちゃうじゃない？　はじめから誰にプレゼントするかわかっていたら、好きそうなものとか選べるんだけど。誰に行くかわかんないから、誰に行ってもいいような物……っていうと、すごく悩むよね」


    「俺はあんまり悩まねーけど」


    「ケンケン。今年は〝セミの抜ぬけ殻がら〟とか入れてきてないよね？　あんなの誰が喜よろこぶの？　去年はセラちゃんに当たっちゃって……、ほとんど嫌いやがらせだよ？」


    「聖せい羅らんとこの姉あね貴きは喜んだらしいぞ」


    「姉貴じゃなくて妹さんだってば。まーちゃんは、そりゃぁ……まだ小学生だもん」


    　そんな話をしていたところで、霞は、はたと気がついた。


    　今年は二人でプレゼント交換することになるのか。しまった。用意してきたのはケンケン向けじゃなかった。七分の五の確率で女の子に当たるものだから、中なか身み……女の子向けだ。


    「なーなー」


    　と、ケンケンが握にぎった手を、くいくいと引っぱってくる。


    「なに？」


    「なんか俺たち……、さっきから、ＧＪ部のことばっか話してるよなー」


    「そ、そうだよね……」


    　霞はうなずいた。確かにその通りだ。


    　ちがうことを考えようとしても、どうしてもみんなのことばかり頭に浮かんでしまうのだ。


    　霞とケンケンは、二人、手を繫つないで、とぼとぼと歩いた。
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    クリスマスきたる③
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    　午後六時三十分。


    　場所は校庭の片かた隅すみ。窓まどから洩もれだす四角い光が、夕ゆう闇やみの中で輝かがやいていた。


    　ＧグツＪジヨ部ぶ中等部の部室の中から、ギターの音が鳴なり響ひびいている。


    　宴えんもたけなわ。


    　ジンジンが〝特技〟を披ひ露ろうしているところだった。


    　ぽろろん、とフォークギターを爪つま弾びきながら、声のほうも合わせて、弾ひき語がたりをやっている。


    　コード進行も音おん程ていも、しょっちゅう間違えてしまっているが、それでもいちおう曲にはなってはいる。歌いあげるのは、「きみがこないひとりきりのクリスマス」──とか、そーゆーカンジの内容の、この季節の定番ソング。


    　決して上じよう手ずとはいえないものの、みょ～に心に染しみわたる曲だった。


    　皆は静かに目を伏ふせて聞き入っている。マラカスやタンバリンといった賑にぎやかしグッズは机つくえの上に置かれたまま。まるでお通つ夜やの読ど経きようを聞いているような雰ふん囲い気きだ。


    　サビのところを何度も繰くり返して、曲は静かに終わっていった。


    「お粗そ末まつ様さまでした」


    　ジンジンが一いち礼れいしてギターを片付けはじめたところで、聖せい羅らが口を開ひらく。


    「シャンパン。開あけましょうか」


    「ちょ──!?　お酒ですか？　いやそれはまずいですって」


    「気分だけシャンパンですわ」


    「ああ子供用のほうですか。それなら安全ですね合ごう法ほうですね」


    　ジンジンは愛あい想そ笑わらいを皆にめぐらせた。


    　小こ手て指さしさんは部屋を横おう断だんする飾かざりを見上げている。ジルはジルで、さっきから鶏とりの足の照り焼きを手づかみで黙もく々もくと食べつづけている。小こ森もりさんは鶏の足のおかわりを持って待っている。


    　蛍ほたるちゃんだけが、にこにこと笑顔を浮かべている。それが唯ゆい一いつの救すくいだ。


    「だいたい。なんですの。その曲は」


    「すいません。兄さんに教おそわって必死に練習したんですが」


    「腕うで前まえのことを言っているのではありません。選曲のことです。女じよ子し五人に男だん子し一人。皆に囲かこまれたこんな状じよう況きようにいて、なにが〝ひとりきり〟ですの。失礼ですわ。まったく失礼極きわまりませんわ。──小森。なにか言っておやりなさい」


    「最低のクソ野や郎ろうと言わざるを得えません」


    「よろしい」


    「ひいぃ」


    　ジンジンは悲ひ鳴めいをあげた。聖せい羅らだけでなく小こ森もりさんまでイラだっている。すごく辛しん辣らつだ。


    「えーと……。じゃあ二番。小こ手て指さし冴さえ子こ。芸げいをします」


    　そんなジンジンを見かねたのか、小手指さんが助けに入ってきてくれた。


    「はい。どうぞ。よろしくてよ」


    「周す防おう君イジリをします」


    「ひいぃ」


    　ジンジンは悲鳴をあげた。助けてくれてなかった！


    「周防君。退たい屈くつよ。なにかやって」


    「わかりました。僕も男です。この場をなんとしてでも盛もり上げてみせます。今日のために編あみ出した宴えん会かい芸っ、《超変身ワカメ男》の芸で──」


    「却きやつ下か」


    　聖羅が冷つめたい美び貌ぼうで一いつ蹴しゆうする。


    「ええーっ？」


    「やらせてみませんか。聖羅先せん輩ぱい。ちょっと見てみたいです」


    　小手指さんは小こ悪あく魔まの笑えみを浮かべている。


    　すっかり諦あきらめたジンジンは、カバンの中から、袋ふくろ入りの「塩しお漬づけワカメ・一キログラム」を取り出して、〝芸〟の用意にとりかかった。


    　上うわ着ぎを脱ぬいで、しわにならないように、丁てい寧ねいに折おりたたんでいると──。


    「メリぃ～～～!!　クリスマ～～～っす!!」


    　部室の戸とが、がらりと開あいた。


    「だぞー!!」


    　霞かすみとケンケンの二人が手を繫つなぎあって、そこに立っていた。


    「みんなーっ！　遅おくれちゃってー！　ごめんごめーん!!」


    「だぞー!!」


    　いったいどこを駆かけ抜けてきたものやら──。霞のドレスはだいぶ乱みだれていた。ひらひらの裾すそにも髪の毛にも、木の枝えだがついている。ケンケンのほうも小枝まみれだ。


    「ちょ──霞さん？　なにしていらっしゃるの？　今日はケンケンと二人で──」


    「ああ、それね。もうだいじょうぶだから!!」


    　霞はドレスの胸むな元もとをばいーんと叩たたいて、安心しろとばかりに、そう言った。


    「大だい丈じよう夫ぶ……って、なにがですの？」


    「だから大丈夫なの！　みんなとクリスマスを過ごせるからっ！」


    「ですから。なぜですの？　なぜ大丈夫なんですの？」


    　聖羅の問いに、霞は誇ほこらしげにも見える顔になって、大きな声で──答えた。


    「あたしたち！　──別れたから!!」
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    クリスマスきたる④
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    「え？　ええ～～～～～っ!!」


    　部室の中は騒そう然ぜんとなった。


    　聖せい羅らもジルも小こ手て指さしさんも、そして小こ森もりさんまで──霞かすみとケンケンの二人を取り囲かこんで質問攻ぜめにあわせる。


    「なぜどうして!?　霞さん!?　別れたってそれはいったいどういう──!?」


    「What!? What's happen!?」


    《まさかこのオスガキがわたくしの霞になにかイヤらしいことでもしてきたとか!?　それで嫌いや気けがさしたんですの!?》


    「健けん太た君がそんなことするはずありません!!」


    『まさか霞ちゃん。ケンケンのこと嫌きらいになっちゃったとかっ!?』


    「それはないよ。ジルちゃん」


    　皆の剣けん幕まくにたじたじとなりながら、霞は手をぱたぱたと振った。


    「では原げん因いんはやはりケンケンですのね!!　まさかこのクソガキ。わたくしの霞に飽あきただとか、そんなふざけたことを──!?」


    　聖羅はケンケンの首を絞しめにかかっている。


    「ちょっとみんな落ちついて。落ちついてってばー!?　特にセラちゃん!!　どう！　どうっ！」


    　霞は皆を落ちつかせようとするが、皆の混こん乱らんはますばかり。


    　そんな時──。


    「喝かあァーーーーーーーッ!!」


    　びりびりと部屋を震ふるわす大声が響ひびき渡わたった。


    　一いつ喝かつしたのは、誰あろう──ジンジン。


    　皆がびっくりしてジンジンを見つめる。さっきまであれだけ大混乱だった室内は、すっかり静かになっていた。皆の息づかいが聞こえてくるほど。


    「……皆さん。とにかく話を聞きましょう」


    　眼鏡めがねのブリッジをついっと直して、ジンジンが言った。


    　お湯を沸わかして、茶ちや葉ばを入れたポットに注そそいで、きっちり三分間蒸むらしてから、それぞれの愛用の〝マイカップ〟を順々に回ってゆくようにして、赤い液体を注つぎ分けてゆく。


    「どうぞ。紅茶です」


    　席についた皆の前に、小森さんが紅茶を並べてゆく。


    　それが終わるのを待って、皆の視線は、霞へと集中した。


    　霞は手の中のカップを傾かたむけて、赤い液体をカップの内うち側がわでくるくると回していた。


    「あのね。ケンケンと話してみたの」


    　と、霞かすみは隣となりに座るケンケンに目をやった。ケンケンも、こくんとうなずいて返す。


    「つきあってはみたけれど、レンアイとかおつきあいとかって、やっぱりよくわかんないカンジ？　好きっていうのもよくわかんない。ＬＩＫＥなのは確かで、それは絶対にそうなんだけど。ＬＯＶＥのほうは、やっぱり、まだよくわからないよ」


    　そう言ってくる霞に、きっと強い目を向けたのは──小こ手て指さしさん。


    「それを確かめるためにおつきあいしたんじゃないんですか」


    　そんな小手指さんに対して、霞は優しくうなずいて返した。


    「うん。それなんだけど。ケンケンと話してみて、わかったんだ」


    「なにがわかったっていうんですか」


    「わからなくていいんだっていうことが、わかったの。……きっとまだ早いんだよ。いまはみんなと一緒のほうが楽しいの。みんなで騒さわぎたいの」


    「つまりだ。〝けんたいき〟ってやつだぞ」


    「ケンケンはいま黙だまってて。──それ絶対意味が違うから」


    　アホガキ成分がまだすこし残っているケンケンにびしっと言って──霞は小手指さんに笑顔を戻した。


    「こんなふうに始まっちゃった〝おつきあい〟だから、言いにくくって、なかなか言えなかったんだけど……。さっきね、ついさっきね、あたし、勇ゆう気きをだしてケンケンに言ってみたの。そしたらケンケンもそうだったって……。だから別れたの。あたしたち」


    「それはつまり四しノの宮みや先せん輩ぱいが健けん太た君にフラれたということでいいんですか」


    「えっ？　あれっ？　どっちかっていうと、あたしがフッた──」


    「──いいんですね？」


    「えーと……。はい」


    　押されて霞はうなずいた。小手指さんの顔にもようやく笑顔が浮かぶ。


    「よかった……。ほら……。だから言ったじゃない。だいじょうぶだって……」


    　涙なみだ声ごえの小手指さんに片かた袖そでをつかまれたジンジンは、なぜか仏ぶつ頂ちよう面づら。


    「ということで──」


    　霞はがばっと机つくえに伏ふせた。


    「ご迷めい惑わくおかけしましたーっ!!」


    　ケンケンは隣でぽかーんとしている。その頭を引っつかんで──。


    「ほら頭下げるっ」


    　ぐいっとテーブルに押さえつける。


    　数秒もそうしておいてから、霞とケンケンは顔をあげた。二人で物もの凄すごい笑顔になって──。


    「さあ!!　パーティーだぁーーっ!!　盛もりあがるよーーーっ!!」
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    ＧＪ部
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　コタツの各かく面めんに一名ずつ。机つくえには二名。部屋の隅すみのサスペンド位置には不ふ動どうの一名。そして童どう女じよ一名はコタツの誰かのお腹なかを枕まくらにしちゃっているカンジ。


    　皆はそれぞれのポジションでくつろぎきっていた。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい～」


    　コタツの一面で声があがる。間ま延のびしきって別人のようだが、それはジンジンの声だった。


    「なんだか、僕らって……、正月と冬休み明けてから、こうしてだらけているだけですよね～」


    「いいんじゃない～」


    　コタツのまた別の一面から声があがる。コタツに埋うもれて寝ね転ころがった霞かすみが、やはり別人のような間延びした声で返事を返す。


    「これがＧグツＪジヨ部ぶの部活動ってことでぇ～」


    「本日のスケジュールですけど。一ヒト六ロク〇マル〇マルからおやつ賞しよう味み。一ヒト六ロク三サン〇マルから紅茶。同一ヒト六ロク四ヨン五ゴウからどんどんぱふぱふ。一ヒト七ナナ〇マル〇マルからジンジンいじり。──となっていますけど。もうおやつ賞味の時間を二十分も割りこんでいます」


    　ひとり、しゃっきりと背せ筋すじを伸ばして座っている小こ手て指さしさんが、手帳を見ながらそう告つげた。


    「おやつと～、どんどんぱふぱふ～は、今日はキャンセルで～。おやすみで～」


    「わかりました」


    　小手指さんが手帳のスケジュールを修しゆう正せいする。


    「ジンジンいじりは～、それは～、きちんとやろう」


    「なんでですか。そこ。お休みにならないんですか」


    「ならないよ。だめだよ。ＧＪ部魂だましいだよ」


    「ＧＪ部魂とそれとなんの関係があるんでしょうか」


    「そうね。私も同意ね。周す防おう君の変身芸げいも、第二段階まで到とう達たつできたから、そろそろ第三段階を見てみたいところよね」


    「ひいぃ」


    　ジンジンが悲ひ鳴めいをあげる。わざとらしいその悲鳴に、小手指さんがくすくすと小こ声ごえで笑う。


    「ああ。そうですわ──」


    　机のほうでタロットカードをシャッフルしていた聖せい羅らが、なにかを思いついたようにつぶやいた。


    「──髪がほつれてしまいましたわ。ジンジン。グルーミングしてくださる？」


    「え～。今日はキャンセルで～。お願いします～」


    「なに言ってるの。部活動ですわよ」


    「部活動だったんですかっ」


    「あら？　部活動でなかったら……、なんだと思っていたの？」


    　聖せい羅らは椅い子すの上で背せ筋すじを伸ばして、その艶つややかな黒くろ髪かみでジンジンを誘さそう。


    「いえ。あの。その……」


    　ジンジンは口ごもった。コタツをごそごそと抜け出して、しぶしぶ、ブラシを取りに行く。


    「そうだ。ケンケンもグルーミングやりなよ」


    「いいけど。……俺おれきっとうまくねーぞ？　文もん句く言うなよ？」


    「あたしにじゃないよ。こてさしゅさんにだよ」


    「え？　いえっ！　私は……、いいですっ」


    　小こ手て指さしさんは手を膝ひざの上で握にぎって、もじもじとしている。


    　普段と違って、可愛かわいらしいギャップを見せる小手指さんに、霞かすみの目がきらーんと猫ねこのように輝かがやいた。


    「いいから。いいから。はいここね。ここ座って」


    　霞は素す早ばやくコタツから抜け出した。椅子を一個持ち運はこんできてセッティングにかかる。


    「紅茶ですか？」


    　小こ森もりさんがサスペンドから戻って、ぱちりと目を開ひらく。


    「ちがうよ。グルーミングだよ」


    　小さいうなずきが一つ。小森さんは自分の椅子を運び、小手指さんの席の隣となりに並べにいった。


    「あれ？　こもりん。それ次の番の予約中？」


    　こくこく。無む言ごんの肯こう定ていが返ってくる。


    『わたし。つぎー』


    　ジルが自分の椅子を小森さんの隣に置きにゆく。


    「ケンケン大だい人にん気きだね」


    「あー。めんどくせー」


    「ジンジン。貴方あなた。不人気ね。スケコマシの名が泣くわね」


    「喜よろこんで健けん太たに譲ゆずりますよ。僕は天あま使つか先せん輩ぱいだけでいいんです」


    「あ。──そだ。ジンジン。スマホ借りるよ。えっと。カメラのアプリ。アプリ……。これかな。タイマーセットして……、ここ置いて……。はいはい。みんなここきて並ぶよー」


    　霞はコタツの上にジンジンのスマートフォンを固定した。十秒後のカウントダウンを始めるカメラのレンズに向かって、皆で──。


    「卒業まで、あと、もうちょっとだけど。──それまで部活動！　がんばるよーっ！」


    「おー」


    「ぶいっ♡」
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    あとがき


    



    　ＧグツＪジヨ部ぶ中等部シリーズ。これにて完結です。


    　高等部のほうが終わったときには、ラストシーンは〝卒業〟となっていました。高等部の九巻は、ちょうど春の卒業シーズンの三月に刊行されていました。


    　しかし霞かすみたちの中等部の物語は、どうやら卒業で終わるものではないようで──。


    　作者として、「あるべき形」はどんなものであるのか、ずっと思考を重ねていました。


    　そんなとき、ふと〝霞の声〟が、頭の中に聞こえてきたわけです。


    「卒業まであとすこしだけど！　部活動がんばるよー！　おー！」


    　ということで、ＧＪ部中等部は、この季節で終わります。


    　霞を筆ひつ頭とうとする〝よく訓練されたＧＪ部部員〟は、このあとの残り二か月間、ハメを外はずして、思いっきり、ＧＪ部魂だましいを追つい求きゆうしてゆくのでしょう。


    　このＧＪ部中等部というシリーズは、霞たちの中学生時代の「二年間だけ」を切り取ったもに過ぎません。シリーズは終了します。しかし彼女たちは生き続けます。霞たちやケンケンたちは、高校生となり、やがて大学生となってゆくのでしょう。


    　京きよう夜やや真ま央おたちが、高校を卒業して大学生になっていったのと同じように──。


    　そして読者の皆様方が、高校生になり、大学生になってゆくのと同じように──。


    　ＧＪ部というこのシリーズを、十八冊ほど続けてまいりました。巻数だけをみれば、やたらと長ちよう寿じゆシリーズのように思えますが、年間四冊を超えるハイペースを続けてまいりましたので、実際に過ぎ去った年月は四年間です。


    　このＧＪ部という作品には、ライトノベル界でも非常に珍めずらしい（たぶん史上初）の試みが、いくつか導入されていました。そのひとつは皆様もご存じ、「４コマ小説」なるものです。「四ページ均一。全三十六話構成」という、読みやすさに徹てつした構成です。もうひとつは「現実の時間と作中時間が同どう一いつ」というものです。こちらのほうは気づいていらっしゃる方は少ないようなのですが……。


    　シリーズが始まったときに、たとえば高校一年生だった読者の方は、霞の兄である四しノの宮みや京夜と、ずっと同じ年齢でありつづけたわけです。


    　そしてシリーズをリアルタイムで読まれていた方は、京夜たちや霞たちと同じ季節を過ごしていました。真夏の猛もう暑しよのさなかに、あるいは真冬の寒さのなかで、同じように暑がったり寒がったりしている彼らを見て、同じ世界、同じ日本のどこかに、彼らが存在していたという実感を持たれていたなら、キャラクター小説の導みちびき手として、これ以上の喜びはありません。


    　ＧＪ部は終わりました。無む印じるしの一巻から読み続けてくれていた読者の皆様も、中学や高校や大学を卒業しました。大人おとなに向かって一歩ずつ歩みを進めている最さい中ちゆうなのだと思います。


    　でも忘れないでいてください。これからの人生でも、自分と同い年の京きよう夜やや真ま央おや霞かすみたちが、同じように、どこかで人生を送っているということを──。


    



    　最後にニュースです。「ＧグツＪジヨ部ぶＮＹに行く！」と報じられているアニメ番組ですが、正式タイトルが「ＧＪ部＠」に決まりました。二〇一四年の春。つまり今春に、特番として放送予定です。あの面々がＮＹに行ってどうなるのかー!?　請こうご期待！


    　あともうひとつニュースです。ＧＪ部のアニメが、な、な、な！　なんと再放送中です！　二〇一四年一月九日（木）より、ＢＳ日テレにて、毎週木曜、深夜二六：三〇～です。ＢＳ放送を観られる方なら、日本全国どこでも真央たちに会えます！


    



    　最後は著者サイトのお知らせです。ご意見、感想などを、どしどしお寄せください。


    



    ↓携帯電話の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコンなどフルブラウザ専用ページ


    http://www.araki-shin.com/
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